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Ⅰ 点検及び評価の概要 

１ 趣旨 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正（平成２０年４月施行）

において、教育委員会は、その権限に属する事務の管理及び執行の状況につい

て、毎年点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出

するとともに公表しなければならないことと規定されました。 

また、点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の

知見の活用を図るものとされています。 

このことは、教育委員会が、地域の教育に責任を負う役割を再確認し、透明

性を高め、説明責任を果たさなければならないというねらいがあります。 

香美町教育委員会では、「香美町教育振興基本計画後期計画（平成 29 年度～

令和３年度）」を基に教育委員会が推進する「教育の重点」に沿って、具体的

な教育行政が執行されているかについて、また、今後のあり方等について、教

育委員会が自ら評価し、学識経験者の知見の活用を図りつつ、より効果的な教

育行政の推進に資するとともに、町民への説明責任を果たすため、事務事業の

点検及び評価を行うこととします。 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定に

より教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項

の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び

執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、

これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識

経験を有する者の知見の活用を図るものとする。 

 

２ 点検及び評価の対象 

「香美町教育振興基本計画 後期計画」に位置づけられている「主な取組及

び具体的な達成目標」及び令和３年度に実施している香美町教育行政の主な施

策及び事務事業の中から、香美町教育委員会としてそのあり方を検証する必要

性が高いと判断される主要な事務事業を対象とします。 

 

３ 点検及び評価の方法 

  点検及び評価に当たっては、行った事務事業ごとに、事業の内容、実施状況

及び結果について、①妥当性（目的妥当性、町の関与）、②有効性（町民ニー

ズ等、進捗度合い）、③効率性（手段の最適性、受益者負担、コスト削減）の

観点から、担当者が自己評価を行います。 

自己評価をもとに内部評価委員会を開催し、判定及び方向性を次のとおり内

部評価し、課題及び今後の対応などについて検討した結果を総合評価とします。 
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【判 定】 

判定 評価基準 達成率 対前年度評価 進捗評価 

A よくできている 100％超 
前年度を上回っ

て達成 

指標を上回って

達成 

B できている 75％超 100％以下 前年度と同等 指標どおり達成 

C あまりできていない 50％超 75％以下 
前年度を少し下

回った 
指標を下回った 

D できていない 50％以下 
前年度を大きく

下回った 

指標を大きく下

回った 

 

【方向性】 

拡  大 施策上の必要性や住民ニーズにより、さらに拡大・充実を図るべきもの 

維  持 現状どおり事業を継続させることが妥当なもの 

内容改善 実施方法・内容などを見直して事業成果の向上を図るべきもの 

縮  小 サービスの供給又は費用が過大となっており適正化を図るべきもの 

廃  止 施策上の必要性や住民ニーズが減少し、廃止が妥当なもの 

 

この総合評価は、内部評価委員会によって判断した結果であり、判定結果に

よる良し悪しを示すものではありませんが、事務事業の実施状況・結果と内部

評価に基づいて、次年度の各事務事業の方向性について検討していきます。 

 

４ 学識経験者の知見の活用 

評価等の客観性を確保するため、教育に関する学識経験を有する方など３名

で、外部評価委員会を組織し、教育委員会活動及び事務事業の総合評価結果に

ついて、３名の委員からさまざまな意見及び提言等をいただきます。 

氏  名 所 属 等 

廣 岡  徹 

学識経験者 

兵庫教育大学大学院元教授（現兵庫県生きがい創造

協会 理事・生涯学習アドバイザー） 

青木  学 保護者、令和４年度香美町ＰＴＡ協議会会長 

井上 貴博 保護者、令和４年度香美町ＰＴＡ協議会理事 

 

５ 評価結果の公表 

外部評価委員会の意見・助言を盛り込んだ評価結果について、報告書を作成

し、議会に提出するとともに、ホームページへの掲載等により公表します。 

 

６ 次年度事務事業への反映 

この点検・評価の結果を踏まえて、次年度の事務事業に反映させます。 
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Ⅱ 教育委員会の活動状況 

１ 教育委員会委員 

（令和４年３月３１日現在） 

職 名 氏 名 任期満了日 

教育長 前田
ま え だ

  毅
つよし

 令和６年６月 ４日 

委 員（職務代理） 吉田
よ し だ

加代子
か よ こ

 令和４年５月３０日 

委 員 安田
や す だ

 優二
ゆ う じ

 令和６年５月３０日 

委 員 多田
た だ

 好江
よ し え

 令和５年５月３０日 

委 員 田路
と お じ

 一成
かずなり

 令和７年５月３０日 

 

２ 教育委員会会議の開催状況 

  開催回数 定例会：１２回、臨時会：０回 

 

会議区分 開催日時 開催場所 

 ４月定例 ４月２２日(木) 午後１時３０分～ 村岡地域局 301 会議室 

 ５月定例 ５月２５日(火) 午後１時３０分～ 村岡地域局 301 会議室 

 ６月定例 ６月２５日(金) 午後１時３０分～ 村岡地域局 301 会議室 

 ７月定例 ７月２６日(月) 午後１時３０分～ 村岡地域局 301 会議室 

 ８月定例 ８月２５日(水) 午後１時３０分～ 村岡地域局 301 会議室 

 ９月定例 ９月２４日(金) 午後１時００分～ 村岡地域局 301 会議室 

１０月定例 １０月２５日(月) 午後１時３０分～ 村岡地域局 301 会議室 

１１月定例 １１月２４日(水) 午後１時３０分～ 村岡地域局 301 会議室 

１２月定例 １２月２２日(水) 午後１時３０分～ 村岡地域局 301 会議室 

 １月定例 １月２４日(月) 午後１時３０分～ 香美町役場 大会議室 

 ２月定例 ２月２２日(火) 午後１時３０分～ 村岡地域局 301 会議室 

 ３月定例 ３月２３日(水) 午後１時３０分～ 村岡地域局 301 会議室 
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３ 教育委員会会議での審議事項 
 

開催月 区分 審 議 ・ 協 議 事 項 審議・協議結果 

４月定例 

議案 
香美町教育長の辞職につき同意を求めることにつ

いて 
原案同意 

議案 

教育長職務代理者が教育長の権限に属する事務を

行う場合における事務の委任に関する規則を定め

ることについて 

原案可決 

議案 学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱について 原案承認 

協議 香美町教育委員会：令和３年度学校訪問について 
学校訪問の計画等に

ついて説明 

５月定例 

議案 

香美町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例制定に関

する意見について 
原案承認 

議案 

香美町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例制定に関する意見について 
原案承認 

議案 香美町教育研修所の運営について 原案承認 

協議 香美町教育委員会：令和３年度学校訪問について 
教育委員の訪問先を

決定 

６月定例 協議 令和３年度香美町教育委員会の点検・評価について 
内部評価について質

疑応答・意見等 

７月定例 ― 審議・協議事項無し（事務局報告のみ） ― 

８月定例 

議案 

【報告】香美町子どものための教育・保育に関する

利用者負担額を定める条例施行規則の一部を改正

する規則の制定について 

原案承認 

議案 
香美町小代区総合センター条例の一部を改正する

条例制定に関する意見について 
原案承認 

議案 
香美町立小学校及び中学校修学旅行費臨時支援補

助金交付要綱を定めることについて 
原案可決 

議案 令和４年度使用教科用図書の採択について 原案可決 

協議 
令和３年度教育委員会の点検・評価（外部評価結果）

について 

外部評価結果につい

て質疑応答・意見等 

９月定例 

議案 
【報告】香美町小代区総合センター管理規則の一部

を改正する規則の制定について 
原案承認 

議案 
押印を求める手続の見直しのための関係規則の整

備に関する規則を定めることについて 
原案可決 

議案 
押印を求める手続の見直しのための関係規程等の

整備に関する訓令を定めることについて 
原案可決 

議案 
押印を求める手続の見直しのための関係要綱の整

備に関する告示を定めることについて 
原案可決 

議案 
香美町保育体制強化事業補助金交付要綱の一部を

改正する要綱を定めることについて 
原案可決 

10 月定例 

議案 
香美町教育委員会ハラスメント防止指針を定める

ことについて 
原案承認 

協議 教育振興基本計画について 
計画内容について質

疑応答・意見等 
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開催月 区分 審 議 ・ 協 議 事 項 審議・協議結果 

11 月定例 

議案 

香美町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例制定に関する意見について 
原案承認 

議案 学校薬剤師の委嘱について 原案承認 

協議 教育振興基本計画について 
計画内容について質

疑応答・意見等 

協議 令和３年度全国学力・学習状況調査の結果について 
調査結果について質

疑応答・意見等 

12 月定例 ― 審議・協議事項無し（事務局報告のみ） ― 

１月定例 

議案 
第２期香美町教育振興基本計画を策定することに

ついて 
原案承認 

議案 
香美町立小学校及び中学校管理規則の一部を改正

する規則を定めることについて 
原案可決 

議案 
香美町立幼稚園管理規則の一部を改正する規則を

定めることについて 
原案可決 

協議 令和４年度香美町教育の重点（素案）について 
素案について別途、

質疑・意見等受付 

協議 令和３年度卒業（園）式の予定について 
教育委員が出席する

学校園を決定 

２月定例 

議案 
香美町保育士等処遇改善臨時特例事業補助金交付

要綱を定めることについて 
原案可決 

議案 

香美町要保護及び準要保護児童生徒就学援助費支

給要綱の一部を改正する要綱を定めることについ

て 

原案可決 

協議 令和４年度香美町教育の重点（案）について 
案について質疑応

答・意見等 

協議 令和４年度入学（園）式の予定について 
教育委員が出席する

学校園を決定 

３月定例 

議案 
香美町招致外国青年就業規則の一部を改正する規

則を定めることについて 
原案可決 

議案 
香美町放課後児童クラブ管理規則の一部を改正す

る規則を定めることについて 
原案可決 
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４ 教育委員会会議以外の活動状況 

⑴ 研修等 

名 称 実 施 日 開催場所 

兵庫県市町村教育委員会連合会 

全県教育委員会研修会     【中止】 
令和３年 ５月２７日 丹波市 

但馬教育委員会連合会研修会 

【大雨により欠席】 
令和３年 ７月 ７日 豊岡市 

兵庫県市町村教育委員会連合会 

全県夏季教育委員会研修会   【中止】 

令和３年 ８月１９日 

      ～２０日 
神戸市 

兵庫県市町村教育委員会連合会 

全県夏季教育委員会研修会/研修動画視聴 
令和３年 ９月２４日 村岡地域局 

近畿市町村教育委員会研修大会 令和３年１１月 １日 尼崎市 

新任教育委員研修会 令和３年１１月１９日 神戸市 

※兵庫県女性教育委員研修会は、令和２年度をもって終了した。 

 

⑵ 教育委員会関連事業 
ア 入学(園)式・卒業(園)式 

 
保育所 

認定こども園 
幼稚園 小学校 中学校 

入学（園）式 
４月 ５日 ４月 ８日 

９日 

４月 ８日 

 

４月 ８日 

 

卒業（園）式 
３月１９日 

２６日 

３月１８日 

２３日 

３月２２日 

 

３月 ９日 

 

 

イ 運動会 

 保育所 

認定こども園 
幼稚園 小学校 中学校 

運動会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 学校訪問：８回・・・小学校：５校、中学校：２校、幼稚園：３園、 

小代認定こども園、村岡学校給食センター、 

高井子育て・子育ち支援センター 

 

エ その他関連事業 

名  称 実 施 日 

総合教育会議 令和４年１月２４日 

 

⑶ その他  但馬教育塔合祀祭・・・令和３年８月２６日 

感染症対策のため、各学校園とも来賓出席無し 
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Ⅲ 点検及び評価の結果 

 1 重点施策の取組状況 

  (1) 香美町ならではの教育の挑戦 

   ① 香美町ならではの「魅力ある学校園づくり」の推進 

    ア 新しい学習指導要領等がめざす教育・保育の実現 

     学校園所が連携し円滑な接続を図りながら、社会に出てからも

生かせる資質・能力の育成を目指し、主体的・対話的で深い学び

の視点での授業改善や、教育活動の質の向上のためにカリキュラ

ム・マネジメントの確立に向けて取り組みました。  

     また、新学習指導要領の基盤となる「社会に開かれた教育課

程」の実現に向けて、教育課程の実施にあたり社会の変化に目を

向け、社会との連携を図りました。  

 

    イ 香美町ならではの教育・保育の充実 

     令和３年度は平成 28 年 12 月に策定した「香美町教育振興基本

計画 後期計画」の最終年度に当たり、国や県の教育の動向を踏

まえつつ、「ふるさと香美を大切にする人づくり」に向けた教育を

推進し、町の将来の担い手育成のために、学校、家庭、地域が互

いに連携し、役割を分担し合いながら、子どもたちを幼児期から

育てていく体制の構築を図りました。 

     各学校園所においては１学級当たりの園児、児童生徒数が少な

いことから、教職員一人が関わる人数が少なく、きめ細やかに一

人一人を磨き育てる教育が可能であることや、校区ならではの教

育・学習資源や教育力に恵まれ、地域と一体となった教育が可能

であることなど、絶好の教育環境を生かしてきました。 

     これらの教育環境を強みと捉え、各学校園所は「令和３年度魅

力ある学校園所」を策定し、一人一人を認め育てる個に応じた指

導に積極的に取り組むことにより、教科学習での、基礎・基本の

習得など「確かな学力」の確立につながる学力の向上を目指しま

した。 

 

   ② 地域をあげた人づくりの推進 

    ア たくましく生きる力の土台づくりとなる「３つの町民運動」 

     の展開 

     香美町では平成 25 年度から、次代を担う子どもたちに、急激に

変化する社会をたくましく生き抜く力を身につけさせるため「確

かな学力、豊かな心、健やかな体」をバランスよく育成する具体
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的な取組として「読書、あいさつ、体力づくり」の３つの町民運

動の推進に取り組んできました。 

     令和３年度においては「読書運動」では各公民館のネットワー

ク化による「町じゅう図書館」活動を軸に、乳幼児からの読み聞

かせ活動等、本を手に取る機会と親しむ機会の充実を図りました。 

     「あいさつ運動」では、小・中・高、家庭、地域、公民館、事

業所等が連携し、あいさつ運動の取組を広げる広報活動に引き続

き取り組みました。 

     また、登下校時の防犯ボランティアによる見守り活動や通学路

の安全点検等により、地域全体で子どもたちを育てる取組を行い

ました。 

 

    イ ふるさと教育の推進 

     子どもたちにふるさとの良さや地域の価値を伝えるため、各学

校園では、「ふるさとものしり博士」など地域人材の協力を得て、

地域の良さを体験的に学ぶ機会を持ち、よりふるさとへの愛着を

深めるよう引き続き取り組みました。 

     また、地元産食材を多く使ったふるさと給食の食育への活用は

生産者との対面交流はできませんでしたが、手紙や掲示物を活用

し、食材に関わる人たちへ感謝の気持ちやふるさとへの愛着を育

てる取組を行いました。 

     公民館活動では、子どもたちに知恵や文化を伝える「ふるさと

おもしろ塾」や「土曜チャレンジ学習事業」、「語り部講座」など

を開催し、地域でたくましい子どもを育成していく学習機会を住

民に提供しました。 

      

   ③ 教育・保育における子育て支援の推進 

    ア 幼児期における教育・保育の充実 

     知・徳・体の調和が取れた子どもの育成を目指し、その発達や

学びの連続性を踏まえた教育・保育の充実に努めました。また、

香美町アプローチカリキュラムや親子ノート「すくすく ひょう

ごっ子」を活用し、幼児期から児童期への円滑な接続に努めまし

た。  

 

    イ  子育て支援の充実  

     「第２期香美町子ども・子育て支援事業計画」に基づき、「安心

して子育て・子育ちができる町」に向けた子育て支援施策を着実
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に実施しました。 

     町子ども・子育て会議において、新たな子育て支援施策につい

て検討を行いました。 

 

   ④ 地域を元気にし、絆をつくる生涯学習・生涯スポーツ活動の推進 

     生涯学習活動では、新型コロナウイルス感染症の影響により一

部の事業が中止となりましたが、各公民館を生涯学習の活動拠点

とし、アンケート調査などで地域住民の学習ニーズを把握すると

ともに、各種講座により学ぶ事業の充実と交流の輪を広げました。 

     地域の次代の人材は地域で育てることを主眼に知恵や文化を伝

える「ふるさとおもしろ塾」「ふるさと語り部講座」等を実施し、

地域でたくましい子どもを育成する学習の機会を提供しました。 

     また、視覚障害のある人を対象に、「青い鳥学級」を実施し、視

察、物づくり体験、他市町との交流など、自らの可能性を追求で

きる事業を展開しました。 

     スポーツでは、生涯スポーツを推進するため、ウォーキングの

イベント、教室、出前講座等を開催し、手軽に運動ができる機会

を提供するとともに、心身ともに健康な人づくりを行い、また、

ワールドマスターズゲームズ 2021 関西を契機として、オリエンテ

ーリングの体験会や大会の開催、選手の受入体制を整備し、交流

による活力あるまちづくりを進めました。 

     文化財では、町の歴史や古墳、神社仏閣を紹介するふるさとガ

イドマップを作成しました。今後は伝承された優れた文化を地域

全体で継承していきます。 

 

 ２ 教育振興基本計画の取組状況 

  (1) 子どもたちの「生きる力」の育成 

   ① 「確かな学力」の確立 

    ア 新学習指導要領の全面実施による着実な取組の実施 

    （ア）学習指導要領全面実施による取組の推進 

      令和２年度に小学校、また、令和３年度には中学校で新学習

指導要領が全面実施されました。今回の学習指導要領では「社

会に開かれた教育課程の実現」「育成を目指す資質・能力の明確

化」「カリキュラム・マネジメントの確立」「主体的・対話的で

深い学びの視点からの授業改善」がポイントとなっています。 

      各校で学習指導要領の趣旨を踏まえ、児童・生徒の実態に即

した教育活動や校内研修が実施され、着実に成果を上げてきま
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した。特に各教科では、「知識・技能」「思考・判断・表現」「主

体的に学習に取り組む態度」の新たな視点での授業改善が進み、

児童・生徒の生涯にわたる学習基盤が培われてきました。 

 

    イ 教科等学習における基礎・基本の徹底 

    （ア）教科等学習の時間の充実 

      各教科等の基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を図る

ため､個に応じた指導を行うとともに、思考力・判断力・表現力

の実態把握を行い、「記録」「要約」「証明」「論述」等の言語活

動を充実させる学習を行いました。 

 

    （イ）朝学習などの特設タイムの充実 

      「漢字の読み書き」、「計算」、「朝の１０分間読書」等、朝学

習の時間を設定して繰り返し学習によって基礎学力の定着に取

り組みました。 

 

    （ウ）さまざまな教育活動の場での学校図書等の活用促進 

      掲示物や辞書、新聞等、学校における言語環境をいっそう整

備するとともに、教科指導や様々な教育活動の場面において、

本や新聞、様々な資料等を参考に、知的好奇心を醸成したり、

課題を解決するための「調べ学習」の時間を設けたりしました。 

 

    （エ）家庭と連携した取組の推進 

      発達段階を踏まえた家庭学習の時間を設定したり、キャリア

教育の視点から「家庭学習のきまり」を作成するなど、家庭の

協力を得て中学校区単位で学習への目的意識を持たせる系統的

な指導を進めました。 

 

    （オ）学校間スーパー連携チャレンジプラン｢学力向上ステップア 

      ップ授業｣の充実 

      昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響により、

密を避けるため実施回数は減少しました。  

      そのなかで、ICT 機器を活用したオンライン形式で自然学校

の報告会や、意見交換など新しい形で実施することができまし

た。 
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    ウ 「個に応じたきめ細やかな指導」の充実 

    （ア）魅力ある学習活動の展開 

      児童生徒一人一人の個性に応じた多様で質の高い学びを引き

出すため、児童生徒の実態や学習内容の理解状況等を十分に把

握し、授業改善に努めました。 

      また、「主体的な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」

の視点に立った創意工夫ある指導方法に取り組むと共に、１人

１台端末の整備などＩＣＴを活用した学習活動も積極的に取り

入れました。 

 

    （イ）「ほめる」指導、「認める」指導の推進 

      一人一人の子どもの成長をきめ細かく観察し、成長した点を

認め、大いに｢ほめる｣指導を通じて、子どもたちのやる気を育

てるとともに、よりよい自己実現に向かうよう支援しました。 

 

    （ウ）一貫化教育の取組を通じた指導方法の工夫改善等の推進 

      新学習指導要領が目指す教育を視野に入れ、中学校区単位で

小・中学校がお互いに目指すべき子ども像を共有するとともに、

令和元年度までの先進地視察の成果などを取り入れたり、乗り

入れ授業や合同研修会を実施し、指導方法や指導体制等の工夫

改善を図ったりし、義務教育９年間を見通した授業改善に向け

た取組を活性化しました。 

 

    （エ）学校間スーパー連携チャレンジプラン「学力向上ステップ 

      アップ授業」の充実（再掲） 

 

    エ 特別支援教育及び特別支援教育の視点を生かした教育の充実 

    （ア）一人一人の多様な教育的ニーズに応じた教育の充実  

      支援を必要としている子どもについて、学校では一人一人の

障害の実態や特性に応じた支援がなされるよう特別支援教育コ

ーディネーターや学級担任が中心となり、スクールアシスタン

トや介助員、学校生活支援教員などと連携をとり、通級指導教

室の指導改善、個別の教育支援計画や個別の指導計画の作成と

活用に努めました。  

 

    （イ）ユニバーサルな授業づくり等への授業改善  

      個別的支援を必要とする子どもだけではなく、学級にいるす
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べての子どもたちが安全で安心して授業に参加できる教室環境

を整え、学習計画や学習ルールを明確にしたり、板書や視覚的

支援を工夫するなど、子どもたちが分かりやすく落ち着いて学

習できるよう、ユニバーサルデザイン化された教育の実践に取

り組みました。  

 

    （ウ）特別支援学校等との連携  

      県立出石特別支援学校みかた校等との連携を図り、必要に応

じて専門的な助言や支援を要請するとともに、教育相談事業や

児童生徒の交流を通じて一層の連携を進めました。  

 

    （エ）連携による切れ目ない支援体制の充実  

      障害のある幼児、児童生徒を居住地域で受け入れるという意

識をもって就学相談等を行うとともに、個別の教育支援計画な

どの定期的な見直しを行い、就学や進路に関する合意形成を図

りながら、エリアコーディネーターと連携し、小・中学校の校

内支援体制の充実に努めました。  

 

    （オ）スクールカウンセラーなどの外部の専門家による教育相談や  

      支援の充実 

      スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーなど、

外部の専門家を活用し、学校の教育相談体制の充実に努めまし

た。 

 

    オ グローバル化に対応した教育の充実 

    （ア）外国語活動や外国語科(英語)の授業の充実 

      ＡＬＴや地域人材などの活用を進め、外国語活動や外国語科

（英語）の授業の充実を図りました。小・中学校とも児童生徒

に英語力を身に付けさせ、国や文化の異なる人々と積極的にコ

ミュニケーションを図ろうとする態度を育成しました。 

 

    （イ）さまざまな場面での英語活動の充実 

      新型コロナウイルス感染症の影響により、夏季休業中に小学

校６年生の希望者を対象にした「小学校英語力スキルアップ事

業」（通称 ＥＳＡ）や中学校３年生の希望者を対象にした「中

学校英語力スキルアップ事業」（通称；ＥＳＣ）は、昨年度に引

き続き実施できませんでした。しかし、町内中学校の全生徒を



13 

 

対象とした、「英語能力判定テスト」（通称 英検ＩＢＡ）は、予

定どおり実施でき、英語検定受験への意欲を高めることができ

ました。 

      外国語活動や英語学習に関する児童生徒の意識調査（小学校

３・６年生、中学校１・３年生）を昨年度に引き続き実施し、

今後の指導に生かす取組ができました。 

 

    （ウ）国際理解教育の推進 

      総合的な学習の時間等を活用して異文化に対する理解に努め

るなど、国際社会の平和や発展に貢献する態度の育成やグロー

バル化に対応した取組を推進しました。 

 

    （エ）ふるさとの魅力を体感できる教育の推進 

      小学校においては、社会科副読本「わたしたちのまち香美町」、

中学校においては、「ふるさと兵庫 魅力発見！」（県教委）を

授業等で活用し、地域に対する愛着を深め、その魅力を発信す

る能力を培いました。 

      また、郷土の伝統芸能や体験行事等への参加を通し、ふるさ

と意識を醸成しました。 

 

    カ 夢の実現に向けて自らの将来を切り拓く態度や能力を培うキ 

      ャリア教育の推進 

    （ア）中学校を中核としたキャリア教育推進体制の整備 

      各中学校を中核として小中一貫化に向けた取組の中で、各

小・中学校でキャリア教育の目標を明確にし、全体計画、年間

指導計画の作成や見直しを図り、教育活動全体を通して、組織

的・系統的・計画的な推進体制の整備に努めました。 

 

    （イ）キャリアノート・キャリアパスポート等の積極的な利用 

      全中学校区ごとに、社会的・職業的自立の基盤となる基礎

的・汎用的能力を育成するため、キャリアノートを積極的に活

用しました。また、キャリアパスポートを活用して、小・中連

携及び中・高連携した指導に努めました。 

 

    （ウ）キャリア教育の視点にたった授業の工夫改善 

      特別活動を要として各教科の特質に応じて、社会体験、就業

体験、物作り体験等、多様な体験活動や地域を支える産業に目
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を向ける機会の充実に努めました。 

 

    （エ）キャリア形成に資する体験活動の充実 

      地域人材を活用し、関係機関等と連携しながら、自然体験、

社会体験、就業体験等、多様な体験活動の機会の充実に努めま

した。また、キャリアノートの継続活用により、事前事後の充

実を図り、さらに発展的な体験活動の工夫に努めました。 

 

    （オ）進路指導の充実 

      生徒や保護者への進路選択に関する積極的な情報提供を行う

とともに、生徒一人一人に応じたガイダンスの機能を充実させ、

生徒の主体的な進路選択を支援しました。 

 

   ② 「豊かな心づくり」の推進 

    （ア）一貫化教育を推進する「あいさつ運動」の充実 

      「３つの町民運動」の一環として取り組んでいる「あいさつ

運動」を域内の保・幼・小・中・高が連携して実施しました。  

 

    （イ）道徳性・共生の心を養う教育の推進 

      全教育活動を通じた道徳教育の推進に努め、よりよく生きる

態度、生命を尊重する心、自尊感情の育成を図りました。講師

を招聘した「道徳の授業スキルアップ支援事業プログラム」で

は、授業力向上につながる実践的研修を取り入れました。 

      また、同和問題をはじめとする様々な人権課題への実践交流

を図る香美町人権教育研究協議会学校教育部会の活動では、

小・中学校ともに授業研究を実施し、児童生徒の人権感覚・人

権意識の育成を図りました。 

 

    （ウ）地域の良さや価値を見いだす体験的な「ふるさと教育｣の推進 

      地域の人・自然・文化の活用をさらに図る視点で、「ふるさと

教育全体計画・年間指導計画」の見直しを行うとともに、体験

活動を精選して実施し、ふるさとへの理解・愛着、帰属感の育

成に努めました。 

 

   ③ 「健やかな体づくり」の推進 

    （ア）体力向上に向けた取組の推進 

      小学校５年生と中学校２年生を対象に実施した「全国体力・
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運動能力、運動習慣等調査」の結果を分析し、子どもたち一人

一人の正確な体力や運動能力の状況を把握することによって運

動習慣の定着につなぎ、体力・運動能力の向上を図りました。

また、児童生徒個々の課題を明らかにして「記録シート」や

「活用シート」等を活用した取組の推進に努めました。 

 

    （イ）「３分間でわかる小学校体育授業動画」（県教委）等を活 

      用した取組の推進 

      県教委作成の「３分間でわかる小学校体育授業動画」等、効

果的な指導法の動画を活用した授業を行い、積極的に体を動か

す「楽しさ」や「心地よさ」を味わわせる指導に努め、体力・

運動能力の向上を図りました。 

 

    （ウ）地域の活動と一体となった取組の推進 

      ３つの町民運動の一つ「体力づくり運動」の一環として、

様々な機会における「ラジオ体操」の取組を推進しました。 

 

    （エ）発達の特性に応じた遊びを通した運動の充実 

      運動への興味や関心を高め、健康増進の推進のための場所作

りとして施設や環境整備に努めました。 

      また、Ｂ＆Ｇ海洋センターと連携して元気体操教室等を実施

し、子どもたちの健やかな体づくりに努めました。 

 

    （オ）「日本一のふるさと給食」の取組を通じた食育の充実 

      給食に携わる人たちとの交流や使われている食材について学

ぶなど、「ふるさと給食」を生きた教材として活用し、子どもた

ちの安全な食品を選択する力とふるさとへの愛着心を育みまし

た。 

 

    （カ）「ふるさと魚料理実習」などの取組を通じた食育の充実 

      実施校は少なかったですが、地域の人材を講師として招き、

「魚の三枚おろし」など地元の食材を自分で調理する調理実習

により、子ども達の生きる力の育成を図りました。  

 

   ④ 幼児期の教育の充実 

    ア  幼児期での「学びの芽生え」の確立 

    （ア）幼児期と児童期の「学びのつながり」を意識した教育活動 
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      の展開による教育の充実 

      平成３０年度に改定された幼稚園教育要領、保育所保育方針

を基盤とした保育・教育を実践しました。特に「幼児期の終わ

りまでに育ってほしい姿」を踏まえて、共通理解を図り、ねら

いを明確にした保育・教育を展開しました。 

 

    （イ）一人一人を大切にする指導方法の工夫・改善 

      一人一人の望ましい成長を促す「ほめる」「認める」指導を根

底に据えた保育を組織的に推進するとともに、多様な研修に参

加し、専門的指導力の向上を図りました。 

 

    （ウ）基本的生活習慣の確かな定着 

      社会生活に不可欠な規範意識やマナー等の育成を図るための

日常的・継続的指導に努めました。 

 

    （エ）多様な体験の場で、自発的に遊べる子どもの育成 

      自分たちの話し合いによる課題解決など、新たな意欲へつな

がる成就感・達成感をもたらす支援に努め、自発的な遊びへの

移行を促しました。 

 

    （オ）自立心を育て、人とかかわる力の育成 

      相手の話に耳を傾け、その気持ちや思いを受容的に受け止め

るとともに、自分の思いや考えを表出できるスキルの育成に取

り組みました。 

 

    （カ）発達の特性に応じた遊びを通した運動の充実（再掲） 

  

    イ 学校間スーパー連携チャレンジプラン「就学前わくわく交流 

     会」の推進 

    （ア）少人数指導で培う力を補完する他園所との合同保育の推進 

      新型コロナウイルス感染症の影響のため回数が減りましたが、

きめ細かな指導を「強み」とした平素の指導で培われる力を補

完する多人数保育での活動を通して、人とつながる力・コミュ

ニケーション能力を育成しました。 

 

    （イ）指導者間交流による専門的資質の向上 

      複数園所が関わる絶好の研修機会と捉え、職員相互間の交流
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を促進し、多様で効果的な実践的指導方法の向上に努めました。 

 

  (2) 安全・安心の学校づくりの推進と教育環境の充実 

   ① 安全・安心な学習環境の整備 

    （ア）防災教育の充実 

      町内の全小・中学校において、大雨洪水等の気象警報発令時

及び地震発生時における対応について、情報共有を図り、防災

意識、危機意識を醸成する取組を行いました。 

 

    （イ）学校防災体制の充実 

      災害時の避難所計画の作成と見直しを行いました。また、地

震や津波の避難訓練を実施し、災害対応マニュアルの評価・点

検を行いました。 

 

    （ウ）防犯体制の充実 

      保護者や地域のボランティアと連携した登下校の安全対策に

取り組みました。 

 

    （エ）アレルギー疾患への対応 

      アレルギー疾患対応マニュアルを活用し、全教職員がアレル

ギーに対する正しい理解と適切な対応が行えるとともに、関係

機関との連携を図りました。また、全園児・児童・生徒のアレ

ルギー調査を行い、個々のアレルギー疾患を把握し指導に生か

しました。 

 

    （オ）学校園施設設備、遊具等の安全点検の実施 

      子どもたちの安全を確保し、学習環境を向上させるため、専

門業者による定期的な調査、点検を実施し、指摘のあった箇所

について整備しました。 

 

    （カ）学校安全に対する意識の高揚 

      地域・警察・関係機関等と連携し、通学路の安全点検の実施

や児童生徒の安全に対する危機意識の高揚に努めました。 

 

    （キ）学校教育施設の長寿命化の推進 

      経年劣化による不具合箇所等の営繕・修繕を行い、学校施設

の長寿命化を図りました。 



18 

 

    （ク）学校環境衛生の維持・改善 

      学校環境衛生基準に基づき、適切な学習環境を確保するため、

施設の維持・管理及び改善に努めました。 

 

   ② 学校の「組織力・教育力」の向上 

    （ア）学校運営の自律的・組織的な推進 

      学校評価等を活用し、全教職員が日々の取組の成果や課題を

共有しながら、学校運営の見直しや改善を図るとともに、家庭

や地域との連携を深め、開かれた学校運営に努めました。 

 

    （イ）働きやすい職場環境づくりの推進 

      定時退勤日やノー部活デーの完全実施と長期休業期間等に設

定された学校閉庁日等を積極的に活用したり、統合型校務支援

システムの導入による校務・業務の効率化、ＩＴ化、外部人材

の活用促進を図ったりして、児童生徒と向き合うための時間を

確保し、勤務時間の適正化を推進するとともに、健全なワーク

ライフ・バランスの保持に努めながら、一人一人が意欲を持っ

て教育活動にあたることができるよう、教職員の意識改革と保

護者・地域への理解の促進に努めました。 

 

    （ウ）教職員としての資質と実践的指導力の向上 

      県教育委員会が示している「教員、管理職資質向上指標」や

「教職員研修計画」の活用を促し、教職員一人一人が自身の教

職生活を振り返ったり、デザインしたりするとともに、県教委

や町教育研修所がすすめる様々な研修機会を活用して、自らの

資質と指導力の向上に努めました。 

 

    （エ）児童生徒理解に基づく生徒指導の充実 

      児童生徒一人一人の内面に対する理解を深め、人間的なふれ

あいを通して絆を深めるとともに、個々の児童生徒の良さや可

能性を引き出し、個性をより発揮できるよう指導の推進を図り

ました。 

      温かく、ゆとりある心で児童生徒と向き合う姿勢を確立し、

信頼関係を構築し、児童生徒を取り巻く様々な要因に留意しな

がら、行き過ぎた指導や画一的な指導にならないよう適切な指

導を行いました。また、児童生徒の社会性を培い、自立心や自

律性の育成に努めるとともに自己有用感を育み、「生きる喜び」
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と「命の大切さ」を実感させる教育活動に取り組みました。 

 

    （オ）いじめ問題への対応 

      「町いじめ防止基本方針」や各校の「いじめ防止基本方針」

に基づき、定期的な生活アンケート調査や教育相談の実施等に

より、いじめの積極的な認知に努めるとともに教職員の対応能

力向上を図りました。また、「いじめ対応マニュアル」を活用し

て、未然防止、早期発見・早期対応における組織的な取組の充

実と教職員の対応能力の向上を図るとともに、家庭や地域、関

係機関等と連携して取り組みました。 

 

    （カ）不登校の未然防止と支援の充実 

      授業づくりや集団づくり、適切な関わり等、不登校の未然防

止のための取組を充実し、「魅力あるよりよい学校づくり」を推

進するとともに、保護者やスクールカウンセラー、スクールソ

ーシャルワーカー、教育相談センター等関係機関との連携を密

にし、個に応じた適切な支援や居場所づくりを行いました。 

 

    （キ）部活動指導の充実 

      「いきいき運動部活動（４訂版）」（県教委）並びに「香美町

版・いきいき運動部活動」を踏まえ、「自主的・自発的な活動で、

個性を伸長し、対話を重視した好ましい人間関係を育てる」と

いう部活動の意義を再確認するとともに、「ノー部活デー」等の

適切な休養日を設定するなど、持続可能な部活動を目指して取

り組みました。また、部活動月間計画表等を作成し、保護者に

周知しました。 

 

    （ク）学校版教育環境会議の開催 

      各学校が、保護者や校区の住民等に自校の教育ビジョンや教

育方針、実践内容について説明し、学校の取組に対する理解に

ついてたずねる内容のアンケートを実施し、その結果に基づき、

魅力ある学校園づくりに向けて改善を図りました。 

      学校の存続については、第２期香美町教育振興基本計画に掲

げた方向性を受け、令和３年度は学校版教育環境会議での意見

交換は行わず、教育委員会が学校再編計画を策定して保護者や

地域の理解を得ながら進めていくことに改めました。 
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  (3) 学校・家庭・地域が一体となった教育力の向上 

   ① 家庭の教育力向上 

    （ア）親学習（親業）の推進 

      ＰＴＡ活動や保護者会等の機会を通して、親同士や子育て経

験者との交流の機会を設け、コロナ禍における子育てについて

情報提供に努めました。 

 

    （イ）学校を核とした確かな絆づくり  

      新型コロナウイルス感染症の影響により行事等を制限せざる

を得ない中、学校園がＰＴＡや地域と連携することの重点性を

改めて認識し、子どもたちの適切な生活習慣の確立に努めまし

た。 

 

    （ウ）子育て支援の充実  

      子育て・子育ち支援センターでは、保護者の新型コロナウイ

ルス感染症に対する不安に配慮しながら、子育て中の親子の交

流の場を可能な限り設け、コロナ禍にあって悩みを抱える保護

者に対して子育て相談や保護者同士の交流の促進を図りました。 

      また、施設の修繕等により保育環境の改善に努めるとともに、

香美町保育研究会による研修事業への支援を行い保育の質の向

上を図りました。 

 

    （エ）放課後児童クラブ及び幼稚園預かり保育事業の充実 

      全小学校区で放課後児童クラブを開設して児童及び幼稚園児

の安全な遊びの場や生活の場を提供し、香住幼稚園では降園後

の園児の預かり保育を実施して、教育時間終了後や土曜日、長

期休業日等に昼間の家庭内保育が困難な家庭の支援を図りまし

た。 

      特に、コロナ禍における教育施設の臨時休業期間中において

開所時間を拡大して開所し、感染拡大状況に応じて、できる限

りの継続開所に努めました。 

 

    （オ）延長保育事業の充実 

      保育所及び認定こども園では、保護者の就労や都合により園

所への送迎が通常保育時間内に困難な家庭を支援するため、延

長保育を実施しました。 
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    （カ）病児保育事業の利用促進 

      公立病院内の病児保育室「おひさま」を開設し充実を図ると

ともに、対象である小学６年生までの子どもの保護者へ利用増

に向けた周知を行い、就労等により家庭での病児の看護が困難

な保護者の支援に努めました。 

 

   ② 地域の教育力向上 

    （ア）学校園支援活動の充実 

      登下校時の子どもたちの安全を確保するため、「子ども見守り

隊」など、地域の防犯ボランティアの協力を得て、地域ぐるみ

で子どもを育む体制づくりに努めました。  

      「読み聞かせボランティア」などの協力を得て、子どもたち

の読書活動の充実を図りました。  

      「ふるさとものしり博士」や「ふるさと教育応援団」の拡充

を図るとともに、地域の方をふるさと学習の講師として学校園

に招き、ふるさと教育の充実を図りました。  

 

    （イ）ＰＴＣＡ活動への支援の充実 

      「ふるさとものしり博士」「ふるさと教育応援団」などにより

地域人材の豊かな経験や知識・技能を学ぶこことで、子どもた

ちがふるさとを知り、ふるさとの将来を考え、ふるさとを大切

にする心を育む取組を進めました。 

 

  （4）生涯学習社会づくりの推進  

   ① 生涯学習の充実 

    ア 地域の絆をつくる公民館活動の充実 

    （ア）公民館事業の充実 

      子ども、一般、高齢者等年代層に応じたさまざまな学習ニー

ズや地域の文化の伝承や課題に対応した講座や教室を開設しま

した。  

      公民館講座や発表会、作品展示会など、公民館活動の企画運

営を通じて参加者の自主性・主体性を育み、地域づくりに参

画・貢献できるような人材づくりと地域内及び講座生内での講

師育成を進めました。  

 

    （イ）高齢者の社会参加の推進 

      高齢者の生きがいづくりと仲間づくりを進め、身近な学びの
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場を充実するべく、年齢層に応じた講座、高齢者大学、講演会

等を中央公民館、各地区公民館において開催しました。  

 

    （ウ）青少年の体験活動の推進  

      たくましく生きる力を身につけるため、各公民館主催で「ふ

るさとおもしろ塾」や「土曜チャレンジ学習事業」等による自

主性・主体性を高める体験的な活動を行いました。  

 

    （エ）「青い鳥学級」の活動の充実 

      ボランティア登録者の協力を得ながら学級生の自主性を高め

る魅力あるプログラムを展開し、令和３年度は「ＳＤＧｓ」を

テーマに知識・教養等を習得しました。また住民や近隣市町の

青い鳥学級との交流を通じて、学級生との相互理解を深め、社

会参加を進める体験活動等を行いました。  

 

    イ 読書運動の推進 

    （ア）「町じゅう図書館」活動の推進 

      兵庫県立図書館、因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏の市

町、近隣市町の図書館との外部連携による本の貸し借りや、町

内各公民館で利用者の要望に応じて図書の配置換えを行う、ニ

ーズの高い本を購入するなど、図書の充実を図り、読書のため

の環境整備に努めました。  

      本に親しむ取組では、図書館司書が子育て支援センター等で

子育て世代を対象に、年齢に応じた絵本等の紹介や読み聞かせ

方法の指導を行い、家庭での読書習慣の取組を進めました。  

      そして、本好きな子どもを育成するため、新刊等を各小中学

校へローテーションで貸し出しをする「本わか文庫」事業を行

い、読書の推進に努めました。  

 

    （イ）乳幼児期からの読み聞かせ活動の推進 

      生涯を通した読書による知識の習得や判断力、想像力の基礎

を培うため、３歳児を対象とした絵本や紙芝居の読み聞かせ教

室を開催しました。また、保育園、子育て支援センターでは、

PTA やボランティアグループの協力により、乳幼児を対象とし

た読み聞かせや移動図書館車による本の貸し出しを行うととも

に、ボランティアの資質の向上を図りました。 
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    （ウ）乳幼児が本に触れ合う機会づくり 

      乳幼児期から本に親しむ、出会い・環境・習慣づくりを進め、

子どもの発達段階に応じて読書の楽しさを知ることができるよ

う、子育て支援センターに０～３歳児ごとの推奨ブックリスト

を設置したり、直接園所に出向き、年齢に応じた「おすすめの

本一覧」を配布したり、本に触れ合う機会を作りました。  

 

    （エ）移動図書館車巡回活動の充実 

      車移動等の難しい高齢者や子どもを対象に、村岡区と小代区

で「動く図書館」として移動図書館車が各地区を巡回しました。

また、移動図書館車で保育所等へ行き、図書の貸出しやボラン

ティアによる読み聞かせを行う事業に取り組み、前年度より本

の貸し出し冊数が増加しました。  

   

    ウ 青少年健全育成を通じた地域の絆づくりの推進 

    （ア）「あいさつ運動」の推進 

      香美町青少年育成対策指針において、地域におけるあいさつ

や声かけを重点取組項目として定めるとともに、青少年育成推

進会議等の各地域の育成団体に「あいさつ運動」を広く呼びか

け、大人が子どもたちの模範となるような町ぐるみの「あいさ

つ運動」を展開しました。 

 

    （イ）地域連携、地域支援体制の整備 

      青少年健全育成団体等による青少年の自然体験や社会体験活

動、地域ボランティアの活用による放課後子ども教室や家庭教

育学級、子ども会活動の支援などを通じて、世代を超えた地域

の絆づくりを進めることにより、命や人権を大切にし、他人を

思いやり、いじめをしない豊かな心を育てました。  

      また、地域ぐるみの見守り活動を推進し、登下校時の子ども

の安全を確保しました。 

 

    （ウ）青少年育成環境の整備 

      香美町青少年問題協議会において決定された青少年育成活動

の方向性を示す令和３年度香美町青少年育成対策指針に基づき、

各学校や団体、地域で、青少年健全育成のためのさまざまな取

組を実施しました。  

      特に、地域ぐるみのあいさつ運動の推進や、インターネット
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利用環境の変化に対応するため、インターネットの適切な利用

に関する教育及び啓発活動を推進するとともに、「青少年のイン

ターネットの利用に関するルールづくり」を支援しました。  

 

    エ 人権教育の推進 

    （ア）人権啓発の推進 

      人権研修会やビデオの貸し出し、各種団体の学習会等を開催

し、人権を相互に尊重する地域づくりを推進しました。また、

人権啓発担当者研修会への参加を通して、高齢化社会とひきこ

もりの問題について学び、実践的指導力の向上を図りました。 

 

    （イ）人権学習の推進 

      町人権教育研究協議会との連携の下で、様々な人権問題への

理解を深め、解決に向けた実践力を培う学習機会を提供しまし

た。また、香美町生涯人権学びプラン事業で人権学習の講座を

開設したり、町内校園所で人権学習の授業研究会を行う支援を

したりするなど、差別解消に向けた人権学習を推進しました。 

 

   ② スポーツの振興 

    （ア）「香美町スポーツ推進計画」の着実な実施 

      「香美町スポーツ推進計画（平成 27 年度策定）」に沿って、

継続できる生涯スポーツとしてノルディックウォークなどのイ

ベントの開催、地域の特性にあったスポーツとして卓球などの

練習環境の整備、また、年齢に応じた体操教室、健康教室など

各種教室を開催するとともに、競技スポーツの大会を計画し、

スポーツに興味関心を抱き、交流の輪を広げ、日頃の練習の成

果を発揮する場の提供を行うなどスポーツの推進を図りました。 

      また、スポーツ振興計画策定委員会を設置し「第２期スポー

ツ振興計画」（令和４年度～令和９年度）を策定しました。 

 

    （イ）継続できる生涯スポーツの推進 

      多くの町民が継続できる身近で手軽な生涯スポーツとして、

ノルディックウォークとラジオ体操を推進し、ノルディックウ

ォークでは、イベントの開催や出前講座の実施、ラジオ体操で

は、町主催大会の準備運動の一環としてラジオ体操を行い、普

及啓発に努めました。 

      また、健康課等と連携した健康体操教室の実施など、機会の
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充実を図り心身の健康と体力づくりを進めました。 

 

    （ウ）地域の特性にあったスポーツの推進 

      地域の特性を活かした雪合戦、少人数でも取り組める卓球、

駅伝、スキー、剣道を奨励し、小中学生を対象としたスポーツ

教室を開催するほか、兵庫県雪合戦大会、香美町小学生交流卓

球大会、香美町駅伝競走大会、但馬村岡ミニミニ駅伝大会、香

美町剣道大会を計画し、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り多くが中止となる中、駅伝競走大会、剣道大会を開催しまし

た。 

 

    （エ）スポーツ大会・教室の開催 

      スポーツ大会については、多くの大会が中止となりましたが、

参加者の満足度を高める助言を行い、マラソン大会等への参加

者の確保に努めました。 

      教室では、運動への興味・習慣、体を動かすことが好きな子

どもの増加、スポーツを通じた心身の成長などを目的として、

幼児体操教室や陸上、水泳、卓球、剣道、柔道等の小学生スポ

ーツ教室などを開催しました。また、日頃の運動不足の解消、

介護予防、転倒防止などを目的に、ノルディックウォーク、水

中ウォーキング、転びにくい体づくり教室を開催しました。 

 

    （オ）スポーツ指導体制の充実 

      体育協会やスポーツクラブ 21 の活動を活発に行い、体力づく

りの場としての普段の練習に加え、コロナ禍で開催された大会

及び研修会を通じた指導者養成により、指導体制の充実を図り

ました。 

 

    （カ）スポーツ施設の整備充実 

      現有施設を安全に使用できるよう定期的な点検、ワックスが

け等の管理を行うとともに、香美町個別施設計画に沿った適正

な修繕や、必要に応じた改修を行い、施設整備に努めました。 

 

    （キ）スポーツによる国際交流の推進 

      東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を契機に、

スポーツへの関心を高めるためのオリンピック展示や、全中学

生を対象にしたオリンピックの授業、有識者による講演会を開
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催し、「夢と目標を描き、あきらめずやり遂げる」子どもの育成

を図りました。また、延期となりましたが、ワールドマスター

ズゲームズ 2021 関西の開催に向け、動画作成による誘客、外国

人選手の受入体制整備、オリエンテーリング体験会やプレ大会

を開催し、競技、本大会の普及啓発と機運醸成を図りました。 

 

    （ク）スポーツツーリズムの推進 

      ワールドマスターズゲームズ 2021 関西の令和４年５月開催に

向け、外国人選手を受入れる約 50 軒宿泊施設に、クーポン付英

語の散策マップの設置や、宿泊プランの造成とネット掲載を進

めるとともに、誘客を図るためのＰＲ動画を作成しましたが、

大会開催が延期となり、再調整が必要となりました。また、ス

ポーツ合宿の受け入れを進めるため、町内全宿泊施設を対象に、

現状、受入意向、体制、料金等のアンケート調査を実施し、結

果をフィードバックしました。今後、受入を希望する施設を中

心に誘客手法のワークショップを開催する予定です。 

 

   ③ 文化活動の振興と文化財の保護･活用 

    （ア) 文化活動の推進・支援 

      町民が質の高い芸術文化を気軽に鑑賞できる機会を増やすた

め、香住区中央公民館文化ホールで事業を実施しました。今年

度は新型コロナウイルス感染症の影響により当初予定どおりの

事業ができず、４事業のみとなりました。 

      ４事業で入場者は計 689 人、当初の目標の 1,000 人には達し

なかったものの、３月に開催した辛坊治郎講演会では 300 人を

超える来場者がありました。  

 

    （イ）香美町こどもの絵 100 人展の開催 

      第 32 回香美町こどもの絵 100 人展を２月 26 日～３月６日ま

で開催しましたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、

例年行う絵画鑑賞会、団体鑑賞会、絵画解説などをは実施しま

せんでした。 

      町内小中学校の児童生徒の作品 100 点の他、青葉保育園の立

体作品、県立出石特別支援学校みかた校展示、県立香住高等学

校の展示、全国教育美術展入賞作品、但馬子ども絵画展示など

もおこないました。 
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    （ウ）文化財の保存と活用 

      「香美町文化財保存活用地域計画（旧香美町歴史文化遺産基

本構想）」に基づき文化財の保存活用をすすめました。 

      大乗寺が所蔵文化財の防災防犯のため実施した大乗寺防災防

犯施設整備事業に対して補助を実施しました。また、訓谷区が

実施した県市町村互助会を活用し訓谷三番叟衣装の更新事業の

支援をしました。 

      当初予定していた「香美町文化財保存活用地域計画認定記念

シンポジウム」は新型コロナウイルス感染症の影響により、実

施できませんでした。 

      地域ガイドマップ「村岡ふるさとガイド」を作成し、村岡小

学校区、村岡観光協会、村岡小学校などに配布しました。 

      また、県教委と連携し、10 月２日には県ヘリテージマネージ

ャー講習会で香住区訓谷三番叟をテーマに講座を行い、10 月 31

日に県歴史ウォークを村岡区村岡で実施しました。 

      講座、講演会はコロナ禍のため例年より回数及び延べ人数は

減りましたが、各団体の依頼により、計 16 回、延べ 333 人の方

を対象として歴史文化に関する講座をおこないました。 

 

  (5) ふるさと教育の推進 

   ① ふるさとに学び・生かす 

    （ア）「ふるさとおもしろ塾」の開催 

      地区公民館が主催し「ふるさとものしり博士」等を講師に、

子どもたちがふるさとを知りふるさとを学ぶために、山遊びや

川遊びなどの自然体験を行う活動を各館年２回開催しました。  

 

    （イ）「土曜チャレンジ学習事業」の推進 

      香住、村岡の各中央公民館において子どもを対象に、ふるさ

との自然や産業、文化、歴史などを総合的に学ぶ「土曜チャレ

ンジ学習事業」（通称：サタチャレ）を開催しました。香住区で

は海をテーマに、村岡・小代区では山や川をテーマに、地域の

人材や自然、資源を生かして豊かな人間性を涵養し、ふるさと

への愛着を持てるよう、継続してプログラムを実施しました。

令和３年度は香住・村岡両中央公民館連携プログラムとして香

住高校の実習船「但州丸」の体験乗船などを実施しました。  

      令和４年度は連携をさらに進め、香住・村岡で合同して事業

を実施します。  
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    （ウ）ふるさと語り部講座の実施 

      ふるさとものしり博士など地域の人材から歴史、文化、自然、

観光などふるさとに学ぶ学習機会として多世代を対象とした３

区の公民館連携講座「ふるさと語り部講座」を年５回開催しま

した。地域の教育資源を題材として「地域に学び、伝える」を

テーマに、そこで暮らしてきた先人の歴史や未来に向かって今

取り組んでいる人たちの姿に直接触れて学び、その学びを広く

地域の人々に語り伝える取組を行いました。  

 

   ② ふるさとを創る 

    (ア) 「ふるさと教育交流会」の開催 

      第 15 回香美町ふるさと教育交流会を令和３年 11 月 14 日にお

じろドームにて開催し、青少年育成関係者が一堂に会して各地

域におけるふるさと教育や青少年健全育成活動の実践の成果を

共有するとともに、地域全体で子どもを育てる環境づくりの一

層の推進を図りました。 

      町内４団体の代表者が実践発表を行い、170 名が来場されま

した。 

 

    （イ）ふるさとものしり博士の発掘、育成 

      香美町の歴史的人物、自然、歴史、伝統文化、観光、産業等

の各分野に詳しい人を「ふるさとものしり博士」として登録し、

学校のふるさと学習や公民館講座等の講師として活用し、地域

の教育力を高めました。 

 

    （ウ）ふるさと教育応援団の充実 

      各小中学校単位で組織されるふるさと教育応援団として、地

域の方々が登下校時の見守りや本の読み聞かせ、学校周辺の環

境整備、ふるさと学習の講師等の学校支援ボランティアとして

活躍し、学校、家庭、地域が一体となって地域ぐるみで子育て

をする体制を推進しました。 

 

    （エ）先人や香美町ゆかりの人々に学ぶ取組の推進 

      引き続き「香美町文化財保存活用地域計画」に基づき、資料

の収集を行いました。 



３　点検及び評価する事務事業一覧

教育の重点

方向性 基本方針 施策

1 学力向上ステップアップ授業(学校間スーパー連携チャレンジプラン) Ⅰ 1 6 教育総務課

2 小・中学校コンピュータ事業 Ⅰ 1 7 教育総務課

3 特別支援学校等との連携 Ⅰ 1 13 こども教育課

4 スクールカウンセラーなどの外部の専門家による教育相談や支援の充実 Ⅰ 1 15 こども教育課

5 外国語活動や外国語科（英語）の授業の充実 Ⅰ 1 16 こども教育課

6 外国青年招致事業 Ⅰ 1 16 教育総務課

7 ふるさと教育推進事業 Ⅰ 1 19 こども教育課

8 ふるさと給食の推進 Ⅰ 3 32 教育総務課

9 ふるさと食材調理実習教室 Ⅰ 3 33 教育総務課

10 「生きる力」を育む教育・保育の充実に資する多様な研究機会の設定 Ⅰ 4 35 こども教育課

11 就学前わくわく交流会（学校間スーパー連携チャレンジプラン） Ⅰ 4 40 こども教育課

12 学校施設等の安全対策 Ⅱ 5 46 教育総務課

13 町教育研修所 Ⅱ 6 52 教育総務課

14 放課後児童健全育成事業 Ⅲ 7 61 こども教育課

15 病児保育事業 Ⅲ 7 63 こども教育課

16 放課後プラン事業（ひょうご放課後プラン事業） Ⅲ 8 64 生涯学習課

17 公民館事業 Ⅳ 9 66 生涯学習課

18 図書事業 Ⅳ 9 70 生涯学習課

19 人権教育推進事業 Ⅳ 9 78 こども教育課

20 スポーツ振興事業 Ⅳ 10 82 生涯学習課

21 スポーツによる国際交流の推進 Ⅳ 10 85 生涯学習課

22 文化ホール事業 Ⅳ 11 87 生涯学習課

23 文化財保存事業 Ⅳ 11 89 生涯学習課

24 土曜チャレンジ学習事業 Ⅴ 12 91 生涯学習課

25 「ふるさと教育交流会」の開催 Ⅴ 13 93 生涯学習課

No. 事務事業の名称

位置づけ

担当課教育振興基本計画　後期計画
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《参考》　「香美町教育振興基本計画　後期計画」「香美町教育の重点」による位置づけ

基本目標：ふるさとに学び　夢や志を抱き　ふるさと香美を大切にする人づくり

教育の方向性 具体的取組（実践項目）
教育振興基本計画

後期計画 教育振興基本計画　後期計画 教育の重点 教育の重点

新学習指導要領の全面実施によ
る着実な取組の実施 1 新学習指導要領全面実施による取組の推進

2 教科等学習の時間の充実

3 朝学習などの特設タイムの充実

4 さまざまな教育活動の場での学校図書等の活用促進

5 家庭と連携した取組の推進

6 学校間スーパー連携チャレンジプラン｢学力向上ステップアップ授業｣の充実

7 魅力ある学習活動の展開

8 「ほめる」指導、「認める」指導の推進

9 一貫化教育の取組を通じた指導方法の工夫改善等の推進

10 学校間スーパー連携チャレンジプラン「学力向上ステップアップ授業」の充実

11 一人一人の多様な教育的ニーズに応じた教育の充実

12 ユニバーサルな授業づくり等への授業改善

13 特別支援学校等との連携

14 連携による切れ目ない支援体制の充実

15 スクールカウンセラーなどの外部の専門家による教育相談や支援の充実

16 外国語活動や外国語科(英語)の授業の充実

17 さまざまな場面での英語活動の充実

18 国際理解教育の推進

19 ふるさとの魅力を体感できる教育の推進

20 中学校を中核としたキャリア教育推進体制の整備

21 キャリアノート・キャリアパスポート等の積極的な利用

22 キャリア教育の視点にたった授業の工夫改善

23 キャリア形成に資する体験活動の充実

24 進路指導の充実

25 一貫化教育を推進する「あいさつ運動」の充実

26 道徳性・共生の心を養う教育の推進

27 地域の良さや価値を見いだす体験的な「ふるさと教育」の推進

28 体力向上に向けた取組の推進

29 「３分間でわかる小学校体育授業動画」（県教委）等を活用した取組の推進

30 地域の活動と一体となった取組の推進

31 発達の特性に応じた遊びを通した運動の充実

32 「日本一のふるさと給食」の取組を通じた食育の充実

33 「ふるさと魚料理実習」などの取組を通じた食育の充実

34 幼児期と児童期の「学びのつながり」を意識した教育活動の展開による教育の充実

35 一人一人を大切にする指導方法の工夫・改善

36 基本的生活習慣の確かな定着

37 多様な体験の場で、自発的に遊べる子どもの育成

38 自立心を育て、人とかかわる力の育成

39 発達の特性に応じた遊びを通した運動の充実

40 少人数指導で培う力を補完する他園所との合同保育の推進

41 指導者間交流による専門的資質の向上

42 防災教育の充実

43 学校防災体制の充実

44 防犯体制の充実

45 アレルギ―疾患への対応

46 学校園施設設備、遊具等の安全点検の実施

47 安全に対する意識の高揚

5

コード コード

子どもたちの
「生きる力」の

育成
Ⅰ

基本方針
コード

「確かな学力｣の確立1

教科等学習における基礎・
基本の徹底

「個に応じたきめ細かな指
導」の充実

特別支援教育及び特別支
援教育の視点を生かした教
育の充実

グローバル化に対応した教
育の充実

夢の実現に向けて自らの将
来を切り拓く態度や能力を
培うキャリア教育の推進

「豊かな心づくり」の推進2

「健やかな体づくり」の推進3

幼児期での「学びの芽生
え」の確立

学校間スーパー連携チャレン
ジプラン「就学前わくわく交流
会」の推進

幼児期の教育の充実4

安全・安心な学習環境の整備
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48 学校教育施設の長寿命化の推進

49 学校環境衛生の維持・改善

50 学校運営の自律的・組織的な推進

51 働きやすい職場環境づくりの推進

52 教職員としての資質と実践的指導力の向上

53 児童生徒理解に基づく生徒指導の充実

54 いじめ問題への対応

55 不登校の未然防止と支援の充実

56 部活動指導の充実

57 学校版教育環境会議の開催

58 親学習（親業）の推進

59 学校を核とした確かな絆づくり

60 子育て支援の充実

61 放課後児童クラブ及び幼稚園預かり保育事業の充実

62 延長保育事業の充実

63 病児保育事業の利用促進

64 学校園支援活動の充実

65 ＰＴＣＡ活動への支援の充実

66 公民館事業の充実

67 高齢者の社会参加の推進

68 青少年の体験活動の推進

69 「青い鳥学級」の活動の充実

70 「町じゅう図書館」活動の推進

71 乳幼児期からの読み聞かせ活動の推進

72 乳幼児が本に触れ合う機会づくり

73 移動図書館車巡回活動の充実

74 ｢あいさつ運動｣の推進

75 地域連携、地域支援体制の整備

76 青少年育成環境の整備

77 人権啓発の推進

78 人権学習の推進

79 ｢香美町スポーツ推進計画｣の着実な実施

80 継続できる生涯スポーツの推進

81 地域の特性にあったスポーツの推進

82 スポーツ大会・教室の開催

83 スポーツ指導体制の充実

84 スポーツ施設の整備充実

85 スポーツによる国際交流の推進

86 スポーツツーリズムの推進

87 文化活動の推進・支援

88 香美町こどもの絵１００人展の開催

89 文化財の保存と活用

90 「ふるさとおもしろ塾」の開催

91 「土曜チャレンジ学習事業」の推進

92 ふるさと語り部講座の実施

93 ｢ふるさと教育交流会」の開催

94 ふるさとものしり博士の発掘、育成

95 ふるさと教育応援団の充実

96 先人や香美町ゆかりの人々に学ぶ取組の推進

安全・安心の
学校づくりの
推進と教育環
境の充実

Ⅱ

家庭の教育力向上7

6 学校の「組織力・教育力」の向上

学校・家庭・
地域が一体と
なった教育力
の向上

Ⅲ

8 地域の教育力向上

10 スポーツの振興

11 文化活動の振興と文化財の保護・活用

Ⅴ
ふるさと教育
の推進

12  ふるさとに学び・生かす

13 ふるさとを創る

Ⅳ
生涯学習社
会づくりの推
進

9 生涯学習の充実

地域の絆をつくる公民館活
動の充実

読書運動の推進

青少年健全育成を通じた地
域の絆づくりの推進

人権教育の推進
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４
　
教
育
委
員
会
事
務
事
業
評
価
書

教
育

の
方

向
性

Ⅰ
　

子
ど

も
た

ち
の

「
生

き
る

力
」
の

育
成

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等

6

学
校

間
ス

ー
パ

ー
連

携
チ

ャ
レ

ン
ジ

プ
ラ

ン
「
学

力
向

上
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

授
業

」
の

充
実

学
力

向
上

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
授

業
（
学

校
間

ス
ー

パ
ー

連
携

チ
ャ

レ
ン

ジ
プ

ラ
ン

）

小
規

模
小

学
校

同
士

が
連

携
し

、
多

人
数

に
よ

る
授

業
や

複
数

の
教

員
に

よ
る

授
業

づ
く
り

に
取

り
組

み
、

学
力

向
上

を
図

る
。

香
住

小
学

校
を

除
く
町

内
小

学
校

９
校

を
香

住
区

５
校

、
村

岡
区

と
小

代
区

４
校

の
２

つ
の

グ
ル

ー
プ

に
分

け
、

各
グ

ル
ー

プ
内

の
同

学
年

が
連

携
し

て
合

同
授

業
や

特
別

学
習

に
取

り
組

ん
だ

。
Ａ

グ
ル

ー
プ

：
奥

佐
津

、
佐

津
、

柴
山

、
長

井
、

余
部

Ｂ
グ

ル
ー

プ
：
村

岡
、

兎
塚

、
射

添
、

小
代

①
A

グ
ル

ー
プ

（
５

校
）

１
・
２

年
生

合
同

（
５

校
）
１

回
３

年
（
柴

山
、

長
井

、
余

部
）
１

回
４

年
（
柴

山
、

長
井

、
余

部
）
１

回
３

・
４

年
合

同
（
奥

佐
津

、
佐

津
）
１

回
５

年
（
５

校
）
１

回
６

年
（
奥

佐
津

、
佐

津
）
１

回
以

上
す

べ
て

リ
モ

ー
ト

で
実

施
。

②
B

グ
ル

ー
プ

（
４

校
）

１
年

（
村

岡
、

兎
塚

）
（
射

添
、

小
代

）
（
兎

塚
、

小
代

）
３

回
２

年
（
村

岡
、

兎
塚

）
（
射

添
、

小
代

）
（
村

岡
、

射
添

）
３

回
３

年
（
村

岡
、

兎
塚

）
（
射

添
、

小
代

）
（
兎

塚
、

小
代

）
３

回
４

年
（
村

岡
、

兎
塚

）
（
射

添
、

小
代

）
（
兎

塚
、

小
代

）
３

回
５

年
（
村

岡
、

兎
塚

）
（
射

添
、

小
代

）
（
村

岡
、

射
添

）
（
兎

塚
、

小
代

）
４

回
６

年
（
村

岡
、

兎
塚

）
（
射

添
、

小
代

）
（
兎

塚
、

小
代

）
３

回
以

上
す

べ
て

対
面

で
実

施
。

C
内

容
改

善

児
童

・
教

職
員

の
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

徹
底

し
、

対
面

授
業

と
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

た
交

流
学

習
を

実
施

し
た

。
授

業
の

回
数

が
限

ら
れ

た
が

、
グ

ル
ー

プ
学

習
や

大
人

数
で

の
学

習
を

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

で
、

児
童

の
学

力
向

上
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

育
成

に
大

き
な

力
を

発
揮

し
た

。
ま

た
、

児
童

・
教

職
員

・
保

護
者

等
の

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

か
ら

も
チ

ャ
レ

ン
ジ

プ
ラ

ン
に

対
す

る
期

待
は

大
き

い
。

今
後

も
工

夫
し

な
が

ら
推

進
し

て
い

く
。

昨
年

度
に

続
き

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
縮

小
を

余
儀

な
く

さ
れ

た
が

、
昨

年
ま

で
の

取
組

の
成

果
を

い
か

し
、

対
面

授
業

と
オ

ン
ラ

イ
ン

を
効

率
的

に
運

用
す

る
こ

と
や

、
様

々
な

学
習

形
態

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
所

期
の

目
標

は
達

成
で

き
た

も
の

と
認

め
ら

れ
る

。
チ

ャ
レ

ン
ジ

プ
ラ

ン
そ

の
も

の
に

つ
い

て
は

、
香

美
町

教
育

の
象

徴
と

も
言

う
べ

き
取

組
で

あ
り

、
教

育
振

興
基

本
計

画
の

考
え

方
を

踏
ま

え
つ

つ
、

今
後

の
方

向
性

等
に

つ
い

て
検

証
い

た
だ

き
た

い
。

7
魅

力
あ

る
学

習
活

動
の

展
開

小
・
中

学
校

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

事
業

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

や
情

報
通

信
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
等

の
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

す
る

学
習

を
授

業
に

積
極

的
に

取
り

入
れ

る
。

G
IG

A
ス

ク
ー

ル
構

想
の

実
現

に
向

け
た

1
人

１
台

端
末

の
整

備
と

、
校

内
L
A

N
及

び
環

境
整

備
を

行
う

。

児
童

生
徒

用
タ

ブ
レ

ッ
ト

の
環

境
整

備
、

授
業

で
の

活
用

大
型

提
示

装
置

や
W

e
b会

議
シ

ス
テ

ム
と

い
っ

た
IC

T
機

器
を

活
用

し
た

取
組

ＩＣ
Ｔ

支
援

サ
ー

ビ
ス

業
務

（
学

校
Ｐ

Ｃ
保

守
業

者
が

学
校

に
月

1
回

訪
問

し
、

環
境

整
備

、
授

業
支

援
を

行
う

）

A
拡

大

児
童

用
タ

ブ
レ

ッ
ト

の
環

境
整

備
が

整
い

、
授

業
で

の
活

用
や

学
校

休
校

時
に

備
え

て
テ

レ
ビ

会
議

を
行

う
な

ど
IC

T
機

器
の

活
用

が
進

ん
で

き
た

。
今

後
、

令
和

3
年

度
よ

り
始

ま
っ

た
IC

T
支

援
サ

ー
ビ

ス
業

務
（
保

守
業

者
が

学
校

に
月

1
回

訪
問

）
を

活
用

し
、

教
職

員
の

活
用

能
力

向
上

に
む

け
た

取
組

や
、

家
庭

内
の

IC
T

環
境

整
備

の
推

進
を

図
る

こ
と

が
必

要
。

児
童

生
徒

の
ＩＴ

技
能

の
習

熟
は

、
今

後
の

教
育

活
動

や
将

来
の

就
業

に
お

い
て

必
須

と
言

え
よ

う
。

引
き

続
き

、
児

童
生

徒
の

円
滑

な
習

熟
を

図
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

ま
た

、
こ

の
３

年
間

に
、

教
員

の
実

技
演

習
に

つ
い

て
の

研
修

に
も

、
積

極
的

に
参

加
し

て
い

る
こ

と
も

あ
わ

せ
て

高
く

評
価

し
た

い
。

外
部

評
価

基
本

方
針

教
育

の
重

点
に

よ
る

位
置

づ
け

実
施

状
況

事
務

事
業

名
目

的
総

合
評

価
施

策

1

3
2



教
育

の
方

向
性

Ⅰ
　

子
ど

も
た

ち
の

「
生

き
る

力
」
の

育
成

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等
外

部
評

価
基

本
方

針
教

育
の

重
点

に
よ

る
位

置
づ

け
実

施
状

況
事

務
事

業
名

目
的

総
合

評
価

施
策

1
3

特
別

支
援

学
校

等
と

の
連

携
特

別
支

援
学

校
等

と
の

連
携

①
L
D

,A
D

H
D

等
に

よ
り

学
習

面
・
生

活
面

で
支

援
を

必
要

と
し

て
い

る
児

童
生

徒
に

対
し

、
安

定
し

た
学

校
生

活
や

集
団

生
活

が
行

え
る

よ
う

支
援

す
る

。
②

出
石

特
別

支
援

学
校

み
か

た
校

教
育

相
談

を
開

催
し

、
障

害
の

あ
る

児
童

生
徒

の
保

護
者

へ
の

相
談

及
び

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

合
理

的
配

慮
を

踏
ま

え
た

支
援

に
努

め
る

と
と

も
に

、
特

別
支

援
教

育
の

視
点

を
授

業
づ

く
り

に
生

か
す

こ
と

が
で

き
る

よ
う

教
職

員
の

指
導

力
向

上
を

目
指

す
。

③
視

覚
に

障
害

の
あ

る
児

童
生

徒
や

保
護

者
の

個
別

相
談

を
通

し
て

、
生

活
や

学
習

の
支

援
、

学
校

に
お

け
る

支
援

体
制

づ
く
り

を
図

る
。

①
学

校
生

活
支

援
教

員
巡

回
相

談
回

数
（
自

校
相

談
は

除
く
）

1
9
4
回

　
（
香

住
小

→
香

住
一

中
・
奥

佐
津

小
  

6
0
回

、
村

岡
中

→
兎

塚
小

・
村

岡
小

・
小

代
小

・
小

代
中

　
1
3
4
回

）
②

み
か

た
校

に
お

け
る

教
育

相
談

回
数

 4
0
回

7
9
件

③
聞

こ
え

と
こ

と
ば

の
相

談
に

お
け

る
特

別
支

援
学

校
の

教
員

に
よ

る
訪

問
件

数
 ２

回
２

件
④

ア
イ

・
あ

い
ス

ク
ー

ル
　

１
回

１
件

Ｂ
維

持

み
か

た
校

の
教

育
相

談
や

言
語

聴
覚

相
談

で
は

、
特

別
支

援
学

校
の

教
師

に
よ

る
相

談
が

定
期

的
に

実
施

で
き

、
特

別
支

援
学

級
担

任
や

特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

、
児

童
生

徒
、

保
護

者
へ

の
支

援
が

で
き

た
。

 学
校

は
積

極
的

に
相

談
す

る
機

会
を

求
め

て
活

用
を

図
っ

た
。

ま
た

、
ア

イ
・
あ

い
ス

ク
ー

ル
で

は
視

覚
障

害
教

育
の

専
門

家
か

ら
直

接
指

導
助

言
を

受
け

る
機

会
を

持
ち

、
生

活
や

学
習

の
支

援
、

学
校

に
お

け
る

支
援

体
制

づ
く
り

を
行

っ
た

が
利

用
す

る
児

童
生

徒
数

が
少

な
か

っ
た

。
 引

き
続

き
、

特
別

に
支

援
が

必
要

な
子

ど
も

に
対

す
る

的
確

な
指

導
に

つ
い

て
、

特
別

支
援

学
校

と
連

携
を

図
っ

て
い

く
。

 学
校

生
活

支
援

教
員

に
よ

る
巡

回
相

談
に

つ
い

て
は

、
希

望
す

る
児

童
生

徒
や

保
護

者
の

要
望

に
応

え
て

い
く
体

制
を

整
え

て
い

き
た

い
。

コ
ロ

ナ
禍

で
は

あ
っ

た
が

、
特

別
支

援
教

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
や

支
援

員
の

研
修

会
を

実
施

で
き

た
こ

と
は

有
効

で
あ

っ
た

。
通

級
担

当
者

研
修

も
、

美
方

郡
の

３
高

校
担

当
者

に
対

し
５

回
の

合
同

研
修

を
実

施
し

、
経

験
の

浅
い

担
当

者
の

力
量

を
高

め
る

こ
と

に
つ

な
げ

ら
れ

た
。

特
別

支
援

教
育

の
理

解
の

深
ま

り
と

と
も

に
、

特
別

な
支

援
の

領
域

が
拡

大
し

て
い

る
。

ま
た

、
特

別
支

援
の

視
点

は
、

「
個

に
応

じ
た

指
導

」
の

原
点

と
も

言
え

る
。

従
来

の
取

組
が

効
果

を
あ

げ
て

い
る

一
方

で
、

新
た

な
相

談
や

支
援

と
言

っ
た

対
応

も
求

め
ら

れ
て

い
る

。
引

き
続

き
、

特
別

支
援

教
育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
中

心
と

し
た

学
校

生
活

支
援

教
員

、
ス

ク
ー

ル
ア

シ
ス

タ
ン

ト
、

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

等
と

の
連

携
の

、
一

層
の

充
実

を
期

待
し

た
い

。

1
5

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

な
ど

の
外

部
の

専
門

家
に

よ
る

教
育

相
談

や
支

援
の

充
実

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

な
ど

の
外

部
の

専
門

家
に

よ
る

教
育

相
談

や
支

援
の

充
実

学
校

が
抱

え
る

課
題

（
い

じ
め

・
不

登
校

等
の

心
理

的
・
情

緒
的

不
安

、
発

達
障

害
や

虐
待

）
等

に
つ

い
て

学
校

と
福

祉
機

関
と

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

、
学

校
内

の
チ

ー
ム

体
制

へ
の

助
言

、
課

題
の

あ
る

児
童

生
徒

の
家

庭
環

境
へ

の
働

き
か

け
を

行
い

、
状

況
を

改
善

す
る

。

香
住

第
一

中
学

校
区

４
０

日
村

岡
中

学
校

区
４

０
日

小
代

中
学

校
区

４
０

日

Ｂ
維

持

本
年

度
は

、
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
、

担
任

、
教

育
委

員
会

の
三

者
の

情
報

共
有

す
る

機
会

が
増

え
た

こ
と

、
保

護
者

と
の

面
談

等
を

実
施

し
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

か
ら

課
題

解
決

へ
の

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

課
題

と
し

て
は

、
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

の
活

用
方

法
に

つ
い

て
、

よ
り

教
職

員
の

理
解

を
深

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

各
中

学
校

区
に

一
人

の
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
を

配
置

し
て

い
る

こ
と

は
、

小
・
中

学
校

に
お

け
る

継
続

的
な

取
組

に
つ

な
が

る
。

ま
た

、
各

区
に

お
け

る
ス

ク
ー

ル
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
へ

の
満

足
度

が
高

い
こ

と
も

、
高

く
評

価
で

き
る

。
一

方
、

課
題

が
多

様
化

・
複

雑
化

す
る

状
況

も
見

ら
れ

る
。

ス
ク

ー
ル

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

、
担

任
、

教
育

委
員

会
の

三
者

の
情

報
共

有
と

連
携

は
、

課
題

解
決

の
第

１
歩

と
い

え
る

。
引

き
続

き
連

携
の

充
実

を
お

願
い

す
る

。

1
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教
育

の
方

向
性

Ⅰ
　

子
ど

も
た

ち
の

「
生

き
る

力
」
の

育
成

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等
外

部
評

価
基

本
方

針
教

育
の

重
点

に
よ

る
位

置
づ

け
実

施
状

況
事

務
事

業
名

目
的

総
合

評
価

施
策

外
国

語
活

動
や

外
国

語
科

（
英

語
）
の

授
業

の
充

実

学
習

指
導

要
領

が
定

め
る

外
国

語
活

動
及

び
外

国
語

科
（
英

語
）
の

授
業

の
充

実
を

図
り

、
児

童
生

徒
の

英
語

力
の

向
上

を
図

る
。

令
和

元
年

度
か

ら
実

施
し

て
い

る
「
英

語
、

外
国

語
活

動
及

び
外

国
語

科
（
英

語
）
に

対
す

る
意

識
調

査
」
（
小

３
、

小
６

、
中

１
、

中
３

）
を

継
続

し
、

児
童

生
徒

の
学

習
意

欲
な

ど
を

追
跡

し
て

い
く
取

組
を

行
っ

た
。

ま
た

、
全

中
学

生
を

対
象

と
し

た
「
英

語
能

力
判

定
テ

ス
ト

」
を

継
続

し
、

中
学

校
卒

業
時

ま
で

に
英

語
検

定
３

級
以

上
の

取
得

を
目

指
す

取
組

を
支

援
し

た
。

Ｂ
維

持

新
学

習
指

導
要

領
へ

の
対

応
や

平
成

元
年

度
に

全
国

学
力

・
学

習
状

況
調

査
で

英
語

の
調

査
が

実
施

さ
れ

た
こ

と
に

と
も

な
い

、
町

独
自

の
事

業
と

し
て

、
「
英

語
に

関
す

る
意

識
調

査
」

と
「
英

語
能

力
判

定
テ

ス
ト

」
を

始
め

た
。

こ
れ

ら
の

取
組

を
継

続
的

に
実

施
し

て
い

く
こ

と
に

よ
り

、
経

年
比

較
の

デ
ー

タ
を

蓄
積

し
、

今
後

の
指

導
に

活
用

し
て

い
く
と

と
も

に
、

英
語

学
習

へ
の

意
欲

付
け

を
図

っ
て

い
る

。

英
語

教
育

に
つ

い
て

は
、

香
美

町
で

は
、

従
来

か
ら

充
実

を
図

っ
て

き
た

取
組

で
あ

る
。

小
学

校
に

お
け

る
英

語
に

つ
い

て
は

、
「
活

動
」
と

し
て

も
「
教

科
」

と
し

て
も

、
「
英

語
が

好
き

に
な

る
」
「
英

語
に

親
し

む
」
こ

と
が

主
眼

と
な

る
。

意
識

調
査

や
能

力
判

定
テ

ス
ト

を
活

用
し

、
児

童
生

徒
の

動
向

を
把

握
し

つ
つ

指
導

い
た

だ
き

た
い

。
中

学
校

に
お

い
て

は
、

英
検

受
験

の
機

会
に

つ
い

て
も

検
証

い
た

だ
き

た
い

。

外
国

青
年

招
致

事
業

香
美

町
内

小
・
中

学
校

の
児

童
生

徒
の

英
語

教
育

及
び

外
国

語
活

動
の

充
実

と
地

域
の

国
際

交
流

の
進

展
を

図
る

。

（
財

）
自

治
体

国
際

化
協

会
が

行
う

外
国

青
年

招
致

事
業

（
J
E
T
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
等

に
よ

り
、

外
国

語
指

導
助

手
５

名
を

配
置

し
、

中
学

校
に

お
け

る
外

国
語

科
の

授
業

の
補

助
、

小
学

校
に

お
け

る
外

国
語

科
授

業
・
外

国
語

活
動

の
補

助
、

地
域

に
お

け
る

国
際

交
流

活
動

へ
の

協
力

等
を

行
っ

た
。

【
小

学
校

】
香

住
小

　
４

日
/
週

、
そ

の
他

小
学

校
　

１
日

/
週

【
中

学
校

】
香

住
一

中
　

５
日

/
週

、
村

岡
中

　
３

日
/
週

、
小

代
中

　
３

日
/
週

Ｂ
内

容
改

善

令
和

２
年

度
よ

り
Ｊ

Ｅ
Ｔ

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

よ
る

外
国

語
指

導
助

手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ

）
の

新
規

来
日

が
困

難
な

状
況

に
あ

っ
た

が
、

J
E
T
に

よ
る

３
名

の
A

L
T

が
来

日
し

、
派

遣
委

託
業

者
の

A
L
T

と
J
E
T

の
更

新
者

を
合

わ
せ

、
５

名
の

Ａ
Ｌ

Ｔ
を

配
置

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
新

規
A

L
T

に
服

務
や

町
の

地
理

・
文

化
に

関
す

る
町

独
自

の
研

修
を

行
っ

た
が

、
今

後
A

L
T
と

し
て

の
指

導
力

向
上

の
研

修
を

オ
ン

ラ
イ

ン
等

で
多

く
開

催
し

て
も

ら
え

る
よ

う
自

治
体

国
際

化
協

会
に

依
頼

し
て

い
く
。

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
、

Ａ
Ｌ

Ｔ
の

確
保

が
困

難
な

状
況

に
あ

る
な

か
で

、
５

名
の

配
置

を
行

え
た

こ
と

、
あ

わ
せ

て
授

業
時

数
の

確
保

等
に

つ
い

て
努

め
、

児
童

生
徒

へ
の

影
響

を
最

小
限

に
留

め
た

こ
と

は
、

高
く

評
価

で
き

る
。

1
9

ふ
る

さ
と

の
魅

力
を

体
感

で
き

る
教

育
の

推
進

ふ
る

さ
と

教
育

推
進

事
業

ふ
る

さ
と

の
良

さ
や

地
域

の
価

値
を

理
解

さ
せ

る
と

と
も

に
、

自
ら

の
言

葉
で

ふ
る

さ
と

を
語

る
こ

と
の

で
き

る
体

験
等

を
通

し
て

、
子

ど
も

た
ち

の
将

来
に

つ
な

が
る

態
度

や
能

力
を

育
て

る
。

①
各

学
校

の
特

色
を

生
か

し
、

地
域

の
人

材
を

活
用

し
た

体
験

的
な

学
習

を
通

し
て

、
ふ

る
さ

と
の

良
さ

や
地

域
の

価
値

を
見

い
出

す
ふ

る
さ

と
教

育
を

行
っ

た
。

②
ふ

る
さ

と
も

の
し

り
博

士
や

ふ
る

さ
と

教
育

応
援

団
な

ど
を

招
聘

し
、

自
立

に
つ

な
が

る
態

度
や

能
力

な
ど

の
育

成
を

図
っ

た
。

③
地

域
の

人
的

、
物

質
的

資
源

を
活

用
し

た
環

境
体

験
学

習
、

自
然

学
校

、
ト

ラ
イ

や
る

・
ウ

ィ
ー

ク
、

魚
料

理
実

習
な

ど
の

様
々

な
体

験
活

動
を

通
し

て
ふ

る
さ

と
教

育
を

推
進

し
た

。
Ｂ

維
持

ふ
る

さ
と

の
伝

統
文

化
や

自
然

、
歴

史
に

親
し

み
、

地
域

の
理

解
を

深
め

る
取

組
を

充
実

さ
せ

た
。

学
習

で
の

振
り

返
り

で
は

、
児

童
が

ふ
る

さ
と

の
魅

力
に

つ
い

て
ま

と
め

、
発

表
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
も

あ
り

活
動

の
見

直
し

も
必

要
だ

っ
た

が
、

感
染

防
止

対
策

を
徹

底
し

、
活

動
内

容
を

工
夫

し
て

実
施

し
た

。
今

後
は

、
「
ふ

る
さ

と
も

の
し

り
博

士
」
や

「
ふ

る
さ

と
教

育
応

援
団

」
等

の
人

材
を

積
極

的
に

活
用

し
、

地
域

へ
の

理
解

を
深

め
る

取
組

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

「
ふ

る
さ

と
教

育
交

流
会

」
で

の
パ

ネ
ル

展
示

等
に

お
い

て
、

成
果

を
発

表
し

、
地

域
の

一
員

と
し

て
の

自
覚

を
育

て
る

。

「
ふ

る
さ

と
教

育
」
は

郷
土

香
美

町
を

具
体

的
に

認
識

す
る

貴
重

な
機

会
で

も
あ

る
。

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
、

自
ず

と
制

約
を

受
け

る
こ

と
と

な
っ

た
が

、
感

染
防

止
の

徹
底

に
努

め
る

な
ど

の
対

応
に

よ
り

、
例

年
通

り
に

実
施

で
き

た
こ

と
に

敬
意

を
表

し
た

い
。

ま
た

、
家

庭
に

あ
っ

て
も

視
聴

で
き

る
よ

う
な

コ
ン

テ
ン

ツ
の

開
発

も
期

待
し

た
い

。

外
国

語
活

動
や

外
国

語
科

（
英

語
）
の

授
業

の
充

実
1
6
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教
育

の
方

向
性

Ⅰ
　

子
ど

も
た

ち
の

「
生

き
る

力
」
の

育
成

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等
外

部
評

価
基

本
方

針
教

育
の

重
点

に
よ

る
位

置
づ

け
実

施
状

況
事

務
事

業
名

目
的

総
合

評
価

施
策

3
2

「
日

本
一

の
ふ

る
さ

と
給

食
」
の

取
組

を
通

し
た

食
育

の
充

実

ふ
る

さ
と

給
食

の
推

進

学
校

給
食

を
通

じ
て

児
童

生
徒

の
健

全
な

心
身

や
豊

か
な

人
間

性
を

育
む

と
と

も
に

、
地

産
地

消
に

よ
る

地
元

食
材

の
活

用
を

促
進

し
、

地
域

の
活

性
化

を
図

る
。

①
養

父
市

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

栄
養

教
諭

と
の

情
報

交
換

を
行

っ
た

。
②

給
食

用
材

料
の

主
要

野
菜

に
つ

い
て

、
農

作
物

を
生

産
・
加

工
し

て
い

る
地

元
の

農
業

企
業

の
納

品
量

が
増

加
し

た
た

め
、

地
元

産
野

菜
の

使
用

割
合

が
昨

年
度

よ
り

上
が

っ
た

。
③

ふ
る

さ
と

給
食

推
進

員
が

、
農

家
の

作
付

け
調

整
や

生
産

物
の

集
荷

を
行

い
、

地
元

食
材

の
利

用
拡

大
に

取
り

組
ん

だ
。

④
野

菜
生

産
者

グ
ル

ー
プ

と
の

給
食

交
流

会
は

Ｒ
２

年
度

に
引

き
続

き
実

施
で

き
な

か
っ

た
。

Ｂ
拡

大

地
元

産
主

要
野

菜
は

、
ふ

る
さ

と
給

食
推

進
員

が
地

元
農

業
企

業
と

連
携

し
、

品
質

が
均

一
な

野
菜

が
多

く
使

用
で

き
る

よ
う

に
な

り
、

使
用

割
合

が
昨

年
度

よ
り

上
が

っ
た

。
給

食
交

流
会

は
今

年
度

も
実

施
で

き
な

か
っ

た
が

、
栄

養
教

諭
が

生
産

者
と

児
童

生
徒

と
の

掲
示

物
を

使
っ

た
交

流
に

取
り

組
ん

だ
り

、
ラ

ン
チ

ボ
ッ

ク
ス

に
よ

り
児

童
生

徒
に

地
元

産
農

産
物

に
興

味
関

心
を

持
っ

て
も

ら
う

取
組

を
行

っ
た

。
今

後
も

ふ
る

さ
と

給
食

推
進

員
を

中
心

に
安

定
し

た
地

元
産

食
材

の
供

給
や

栄
養

教
諭

に
よ

る
新

し
い

地
元

産
食

材
を

使
っ

た
献

立
の

工
夫

等
、

利
用

割
合

向
上

に
努

め
目

標
達

成
に

向
け

推
進

し
て

い
く
。

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
、

給
食

に
お

い
て

も
食

事
の

際
の

「
黙

食
」
な

ど
、

児
童

生
徒

へ
の

影
響

が
懸

念
さ

れ
る

が
、

給
食

に
関

す
る

「
掲

示
物

」
や

「
ラ

ン
チ

ボ
ッ

ク
ス

」
な

ど
、

従
来

か
ら

の
取

組
に

よ
っ

て
児

童
生

徒
の

「
食

」
に

つ
い

て
の

意
識

の
高

揚
に

努
め

て
い

る
。

町
内

産
使

用
比

率
も

目
標

値
に

は
達

し
て

い
な

い
が

、
引

き
続

き
3
0
％

を
上

回
っ

て
い

る
。

目
標

値
も

、
地

域
の

生
産

状
況

等
に

応
じ

て
検

証
い

た
だ

き
た

い
。

3
3

「
ふ

る
さ

と
魚

料
理

実
習

」
な

ど
の

取
組

を
通

し
た

食
育

の
充

実

ふ
る

さ
と

食
材

調
理

実
習

教
室

地
域

の
人

材
の

協
力

を
得

て
、

「
魚

の
三

枚
お

ろ
し

」
な

ど
の

さ
ば

き
方

の
実

習
や

香
美

町
の

豊
か

な
食

材
を

活
用

し
た

調
理

実
習

な
ど

、
食

育
実

践
活

動
等

の
充

実
を

図
る

。

⓵
ふ

る
さ

と
食

材
調

理
実

習
教

室
（
講

師
を

招
い

て
地

元
の

食
材

や
加

工
品

等
を

使
用

し
た

調
理

実
習

を
実

施
・
2
校

）
　

奥
佐

津
小

、
射

添
小

⓶
ふ

る
さ

と
の

魚
調

理
実

習
（
地

元
産

の
ア

ジ
の

三
枚

お
ろ

し
実

施
・
1
校

）
　

小
代

中
：
1
、

2
年

生

C
内

容
改

善

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

生
産

者
を

講
師

と
し

て
招

い
た

調
理

実
習

教
室

が
持

ち
に

く
く
、

ふ
る

さ
と

食
材

調
理

実
習

の
実

施
校

は
２

校
で

あ
っ

た
が

、
実

習
後

の
成

果
は

、
全

実
施

学
校

が
児

童
生

徒
の

地
元

食
材

へ
の

興
味

関
心

が
向

上
し

た
こ

と
、

地
元

の
食

材
に

関
わ

る
人

々
や

食
材

へ
の

感
謝

の
気

持
ち

が
よ

り
強

く
な

っ
た

こ
と

等
を

挙
げ

て
い

る
。

今
後

は
子

ど
も

た
ち

の
将

来
の

日
常

生
活

に
生

か
さ

れ
る

力
の

育
成

に
も

つ
な

が
る

取
組

と
な

る
よ

う
改

善
し

て
い

く
。

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
、

「
ふ

る
さ

と
食

材
調

理
実

習
」
と

中
学

校
の

「
ふ

る
さ

と
の

魚
料

理
実

習
」
の

実
施

校
が

減
少

し
た

こ
と

、
そ

れ
に

と
も

な
い

評
価

が
「
Ｃ

：
あ

ま
り

で
き

て
い

な
い

」
と

な
る

の
は

や
む

を
得

な
い

。
と

は
い

え
、

実
施

に
際

し
て

は
、

そ
の

様
子

が
マ

ス
コ

ミ
等

で
報

道
さ

れ
る

な
ど

、
香

美
町

教
育

の
特

色
と

し
て

内
外

に
知

ら
れ

る
貴

重
な

機
会

と
な

っ
て

い
る

こ
と

は
、

高
く
評

価
で

き
る

。

3
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教
育

の
方

向
性

Ⅰ
　

子
ど

も
た

ち
の

「
生

き
る

力
」
の

育
成

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等
外

部
評

価
基

本
方

針
教

育
の

重
点

に
よ

る
位

置
づ

け
実

施
状

況
事

務
事

業
名

目
的

総
合

評
価

施
策

4
3
5

一
人

一
人

を
大

切
に

す
る

指
導

方
法

の
工

夫
・
改

善

「
生

き
る

力
」
を

育
む

教
育

・
保

育
の

充
実

に
資

す
る

多
様

な
研

究
機

会
の

設
定

小
学

校
へ

つ
な

が
る

子
ど

も
の

発
達

や
、

学
び

の
連

続
性

を
踏

ま
え

た
円

滑
な

接
続

を
図

り
な

が
ら

、
集

団
の

形
成

要
素

で
あ

る
「
個

の
育

ち
」
に

重
点

を
置

き
、

子
ど

も
た

ち
一

人
一

人
の

心
身

両
面

の
望

ま
し

い
成

長
を

促
す

。

①
一

人
一

人
の

子
ど

も
の

「
成

長
」
「
変

化
」
等

を
確

実
に

記
録

・
集

積
し

、
継

続
的

指
導

や
保

護
者

面
談

等
に

活
用

②
造

形
教

育
の

実
践

研
修

会
を

実
施

③
教

諭
・
保

育
士

の
専

門
的

指
導

力
を

向
上

さ
せ

る
研

修
（
公

開
保

育
・
事

後
研

究
会

・
講

演
会

等
）
を

分
散

し
て

実
施

Ｂ
維

持

町
内

で
開

催
予

定
で

あ
っ

た
造

形
教

育
研

究
会

が
中

止
に

な
っ

た
が

、
わ

く
わ

く
造

形
遊

び
研

修
会

を
３

回
実

施
し

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
全

園
で

の
公

開
保

育
を

少
人

数
に

分
け

て
実

施
す

る
な

ど
、

工
夫

を
し

研
修

会
を

重
ね

保
育

の
充

実
を

図
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
も

幼
小

の
連

携
を

図
り

、
子

ど
も

た
ち

の
生

き
る

力
を

育
成

す
る

た
め

工
夫

し
た

実
践

研
修

が
必

要
で

あ
る

。

子
ど

も
の

成
長

の
様

々
な

過
程

に
お

い
て

、
「
ほ

め
る

」
「
認

め
る

」
こ

と
は

重
要

な
意

味
を

持
っ

て
い

る
。

香
美

町
の

教
職

員
等

は
、

あ
り

が
た

い
こ

と
に

、
伝

統
的

に
そ

の
姿

勢
を

受
け

継
い

で
い

る
。

ま
た

、
個

々
の

子
ど

も
学

び
の

場
に

お
け

る
「
成

長
の

記
録

」
は

保
護

者
に

と
っ

て
も

貴
重

な
記

録
で

あ
り

、
そ

の
共

有
を

図
り

つ
つ

家
庭

と
の

連
携

の
一

層
の

推
進

を
期

待
し

た
い

。

4
4
1

少
人

数
指

導
で

培
う

力
を

補
完

す
る

他
園

所
と

の
合

同
保

育
の

推
進

就
学

前
わ

く
わ

く
交

流
会

（
学

校
間

ス
ー

パ
ー

連
携

チ
ャ

レ
ン

ジ
プ

ラ
ン

）

①
多

く
の

友
だ

ち
と

か
か

わ
り

な
が

ら
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

の
育

成
を

図
る

。
②

「
ふ

る
さ

と
香

美
」
の

豊
か

な
自

然
に

触
れ

る
感

動
体

験
を

通
し

て
、

「
豊

か
な

心
」
を

育
む

。
③

教
育

技
術

交
流

を
通

し
た

職
員

の
指

導
力

向
上

を
図

り
、

外
部

か
ら

信
頼

さ
れ

る
園

所
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

４
つ

の
グ

ル
ー

プ
内

で
「
就

学
前

わ
く
わ

く
交

流
会

」
を

実
施

し
た

。
Ａ

グ
ル

ー
プ

（
奥

佐
津

幼
、

佐
津

幼
）
７

回
実

施
Ｂ

グ
ル

ー
プ

（
長

井
幼

、
余

部
幼

）
４

回
実

施
Ｃ

グ
ル

ー
プ

（
柴

山
幼

、
柴

山
保

）
５

回
実

施
Ｄ

グ
ル

ー
プ

（
村

岡
幼

、
う

づ
か

幼
、

射
添

幼
、

小
代

認
定

こ
ど

も
園

）
３

回
実

施

Ｂ
維

持

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
予

定
し

た
回

数
の

半
分

し
か

実
施

で
き

ず
、

今
後

、
回

数
の

確
保

が
課

題
で

あ
る

。
し

か
し

少
人

数
の

園
所

の
課

題
克

服
の

た
め

に
は

、
必

要
性

が
高

く
効

果
も

大
き

か
っ

た
。

一
人

園
の

園
児

な
ど

も
お

り
、

友
だ

ち
と

話
す

体
験

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
な

ど
に

成
果

を
上

げ
た

。

「
就

学
前

わ
く
わ

く
交

流
会

」
は

、
学

校
間

ス
ー

パ
ー

連
携

チ
ャ

レ
ン

ジ
プ

ラ
ン

の
最

初
の

ス
テ

ッ
プ

で
あ

り
、

小
・
中

学
校

で
の

人
間

関
係

の
基

盤
を

形
成

す
る

有
効

な
機

会
で

あ
る

。
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

回
数

が
半

減
し

た
こ

と
は

残
念

で
あ

る
が

、
引

き
続

き
就

学
前

の
取

組
の

効
果

を
期

待
し

た
い

。

3
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教
育

の
方

向
性

Ⅱ
　

安
全

・
安

心
の

学
校

づ
く
り

の
推

進
と

教
育

環
境

の
充

実

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等

5
4
6

学
校

園
施

設
整

備
、

遊
具

等
の

安
全

点
検

の
実

施

学
校

施
設

等
の

安
全

対
策

子
ど

も
た

ち
の

安
全

確
保

及
び

学
習

環
境

の
向

上
を

図
る

た
め

、
学

校
園

の
施

設
、

設
備

、
遊

具
等

の
整

備
に

努
め

る
と

と
も

に
、

生
涯

学
習

の
活

動
の

場
で

あ
り

非
常

災
害

時
に

は
避

難
所

と
し

て
の

役
割

も
果

た
す

重
要

な
施

設
で

も
あ

る
た

め
、

老
朽

化
の

著
し

い
学

校
施

設
の

長
寿

命
化

を
図

る
。

学
習

環
境

向
上

の
た

め
の

危
険

個
所

、
不

具
合

箇
所

の
営

繕
、

修
繕

を
行

い
、

未
改

修
の

小
学

校
体

育
館

の
Ｌ

Ｅ
Ｄ

化
を

実
施

し
た

。
①

営
繕

工
事

　
小

学
校

６
工

事
、

中
学

校
３

工
事

、
幼

稚
園

２
工

事
、

合
計

１
１

工
事

②
整

備
工

事
　

香
住

小
、

佐
津

小
、

香
住

一
中

体
育

館
、

合
計

３
工

事

Ａ
維

持

令
和

３
年

度
の

予
定

工
事

は
す

べ
て

完
了

す
る

こ
と

が
で

き
、

す
べ

て
の

学
校

園
が

満
足

度
７

０
％

以
上

で
あ

っ
た

。
今

後
も

早
期

完
了

を
目

指
し

、
予

定
し

て
い

る
大

規
模

改
修

事
業

を
計

画
的

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

限
ら

れ
た

予
算

で
は

あ
る

が
学

校
園

か
ら

満
足

い
た

だ
け

る
よ

う
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

コ
ロ

ナ
禍

の
状

況
の

中
で

、
工

事
の

進
捗

に
つ

い
て

、
業

者
へ

の
指

導
・

監
督

と
業

者
の

真
摯

な
取

組
に

よ
り

、
予

定
工

事
が

円
滑

に
進

捗
し

完
了

し
た

こ
と

、
ま

た
、

工
事

中
の

学
校

園
生

活
へ

の
配

慮
が

十
分

に
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
も

、
高

く
評

価
で

き
る

。
近

年
、

大
規

模
自

然
災

害
の

被
害

が
大

き
く
な

っ
て

い
る

。
地

域
住

民
の

避
難

所
と

し
て

の
役

割
も

あ
わ

せ
て

、
学

校
園

の
安

全
安

心
へ

の
取

組
に

も
期

待
し

た
い

。

6
5
2

教
職

員
と

し
て

の
資

質
と

実
践

的
指

導
力

の
向

上
町

教
育

研
修

所

校
内

研
修

や
日

々
の

教
育

活
動

等
を

通
し

て
学

校
園

全
体

で
教

職
員

の
資

質
向

上
に

励
み

、
と

り
わ

け
町

研
修

所
事

業
と

の
連

携
を

図
り

、
中

堅
・
若

手
教

職
員

の
育

成
に

努
め

る
。

①
全

体
研

修
：
「
T
e
am

sの
機

能
を

活
用

し
た

様
々

な
教

育
活

動
に

つ
い

て
」
マ

イ
ク

ロ
ソ

フ
ト

社
が

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

説
明

を
行

い
、

有
効

的
な

T
e
am

s活
用

へ
の

研
修

を
行

っ
た

。
②

学
校

間
ス

ー
パ

ー
連

携
チ

ャ
レ

ン
ジ

研
修

・
一

貫
化

教
育

研
究

・
若

手
教

員
研

修
・
中

堅
職

員
研

修
・
特

別
支

援
教

育
研

究
・
外

国
語

教
育

研
究

 ・
情

報
教

育
研

究
・
複

式
教

育
研

究
③

専
門

部
会

：
校

長
会

、
教

頭
会

、
養

護
教

諭
部

会
、

学
校

事
務

部
会

④
研

究
助

成
：
小

中
研

究
助

成
（
1
０

校
）
、

研
究

指
定

校
（
3

校
）
、

特
別

支
援

教
育

部
会

、
生

徒
指

導
部

会
、

就
学

前
教

育
研

究
、

今
日

的
課

題
実

践
研

究
、

教
育

実
践

研
究

B
維

持

令
和

３
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

を
し

た
う

え
で

、
講

師
を

招
聘

し
た

研
修

や
本

年
度

か
ら

新
設

し
た

若
手

教
員

研
修

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

全
体

研
修

は
オ

ン
ラ

イ
ン

に
よ

る
開

催
と

し
、

一
斉

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
実

施
す

る
こ

と
は

で
き

な
か

っ
た

が
、

参
加

者
か

ら
は

実
践

的
な

活
用

方
法

が
理

解
で

き
有

意
義

で
あ

っ
た

と
の

声
が

あ
が

っ
て

い
た

。

多
種

多
様

な
教

職
員

研
修

は
、

香
美

町
教

育
の

根
幹

に
か

か
わ

る
取

組
で

あ
り

、
平

素
か

ら
の

計
画

的
・

実
践

的
な

取
組

は
高

く
評

価
で

き
る

。
ま

た
、

コ
ロ

ナ
禍

の
中

で
、

オ
ン

ラ
イ

ン
等

を
活

用
し

た
様

々
な

研
修

形
態

を
経

験
し

た
こ

と
に

よ
り

、
よ

り
効

率
的

・
効

果
的

な
研

修
計

画
が

可
能

と
な

っ
た

。
「
働

き
方

改
革

」
の

観
点

か
ら

も
、

負
担

の
軽

減
も

あ
わ

せ
て

検
討

い
た

だ
き

た
い

。

施
策

外
部

評
価

基
本

方
針

教
育

の
重

点
に

よ
る

位
置

づ
け

実
施

状
況

事
務

事
業

名
目

的
総

合
評

価

3
7



教
育

の
方

向
性

Ⅲ
　

学
校

・
家

庭
・
地

域
が

一
体

と
な

っ
た

教
育

力
の

向
上

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等

7
6
1

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

及
び

幼
稚

園
預

か
り

保
育

事
業

の
充

実

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業

保
護

者
が

労
働

等
に

よ
り

昼
間

家
庭

に
い

な
い

小
学

校
の

児
童

等
に

対
し

、
授

業
終

了
後

に
適

切
な

遊
び

、
及

び
生

活
の

場
を

与
え

て
、

そ
の

健
全

な
育

成
を

行
う

。

①
ス

マ
イ

ル
か

す
み

　
平

均
入

所
児

童
数

7
6
人

/
月

（
最

大
入

所
数

9
7
人

）
②

ス
マ

イ
ル

お
く
さ

づ
  
平

均
入

所
児

童
数

4
人

/
月

（
最

大
入

所
数

6
人

）
内

園
児

1
人

/
月

③
ス

マ
イ

ル
さ

づ
　

平
均

入
所

児
童

数
1
6
人

/
月

（
最

大
入

所
数

1
8
人

）
内

園
児

6
人

/
月

④
ス

マ
イ

ル
し

ば
や

ま
　

平
均

入
所

児
童

数
1
3
人

/
月

（
最

大
入

所
数

1
8
人

）
内

園
児

6
人

/
月

⑤
ス

マ
イ

ル
な

が
い

　
平

均
入

所
児

童
数

1
5
人

/
月

（
最

大
入

所
数

1
8
人

）
内

園
児

6
人

/
月

⑥
ス

マ
イ

ル
あ

ま
る

べ
　

平
均

入
所

児
童

数
4
人

/
月

（
最

大
入

所
数

5
人

）
内

園
児

0
人

/
月

⑦
ふ

れ
あ

い
む

ら
お

か
 平

均
入

所
児

童
数

3
2
人

/
月

（
最

大
入

所
数

3
7
人

）
内

園
児

5
人

/
月

⑧
ふ

れ
あ

い
う

づ
か

　
平

均
入

所
児

童
数

1
7
人

/
月

（
最

大
入

所
数

2
0
人

）
内

園
児

3
人

/
月

⑨
ふ

れ
あ

い
い

そ
う

　
平

均
入

所
児

童
数

1
7
人

/
月

（
最

大
入

所
数

2
2
人

）
内

園
児

3
人

/
月

⑩
か

が
や

き
お

じ
ろ

　
平

均
入

所
児

童
数

1
1
人

/
月

（
最

大
入

所
数

1
3
人

）

A
維

持

全
小

学
校

校
区

に
設

置
し

て
、

少
人

数
で

も
開

設
し

て
い

る
こ

と
に

よ
り

、
住

民
の

公
平

な
サ

ー
ビ

ス
と

な
っ

て
い

る
。

町
全

体
の

児
童

数
が

減
少

傾
向

に
あ

る
中

に
お

い
て

も
ニ

ー
ズ

は
高

い
。

保
護

者
の

就
職

が
増

え
た

た
め

と
考

え
ら

れ
る

が
、

ク
ラ

ブ
に

よ
っ

て
は

今
後

利
用

者
が

増
加

し
た

場
合

に
部

屋
の

分
散

等
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

。
職

員
は

指
導

主
事

に
相

談
す

る
等

支
援

の
資

質
向

上
に

努
め

て
お

り
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

に
も

引
き

続
き

取
り

組
ん

で
い

る
。

地
域

を
問

わ
ず

、
子

育
て

環
境

の
整

備
へ

の
ニ

ー
ズ

が
高

い
中

で
、

香
美

町
に

お
い

て
は

従
来

か
ら

「
待

機
児

童
な

し
」
を

継
続

し
て

い
る

こ
と

は
、

高
く

評
価

で
き

る
。

児
童

数
は

減
少

を
続

け
て

い
る

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

入
所

児
童

数
は

わ
ず

か
と

は
言

え
増

加
し

て
い

る
。

引
き

続
き

コ
ロ

ナ
対

策
に

努
め

つ
つ

、
活

動
内

容
の

一
層

の
充

実
を

お
願

い
し

た
い

。

7
6
3

病
児

保
育

事
業

の
利

用
促

進
病

児
保

育
事

業

安
心

し
て

子
育

て
が

で
き

る
環

境
を

整
備

し
、

も
っ

て
児

童
の

福
祉

の
向

上
を

図
る

。
児

童
が

病
気

の
際

に
、

保
護

者
が

就
労

し
て

い
る

な
ど

の
理

由
に

よ
り

家
庭

で
の

保
育

が
困

難
な

場
合

に
お

い
て

、
病

院
又

は
保

育
所

等
に

お
い

て
病

気
の

児
童

を
一

時
的

に
保

育
す

る
ほ

か
、

保
育

中
に

体
調

不
良

と
な

っ
た

児
童

へ
の

緊
急

対
応

を
行

う
病

児
保

育
を

実
施

し
た

。
病

児
対

応
型

  
開

設
日

数
：
２

４
２

日
  

利
用

者
数

：
延

べ
４

人
（
１

日
単

位
：
２

人
、

 半
日

単
位

：
２

人
）

体
調

不
良

児
対

応
型

（
２

施
設

）
  

開
設

日
数

：
各

２
４

２
日

　
利

用
者

数
：
延

べ
４

２
人

Ｂ
内

容
改

善

病
児

保
育

室
の

利
用

者
数

が
前

年
度

同
様

少
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

病
児

保
育

室
の

利
用

を
控

え
て

い
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。
民

間
の

保
育

所
２

施
設

で
実

施
す

る
体

調
不

良
児

対
応

型
に

つ
い

て
は

、
利

用
者

数
は

増
加

し
て

お
り

、
子

育
て

支
援

策
と

し
て

効
果

的
に

機
能

し
て

い
る

と
い

え
る

。
村

岡
区

・
小

代
区

内
で

の
実

施
に

至
っ

て
い

な
い

た
め

引
き

続
き

今
後

の
検

討
課

題
で

あ
る

。

就
労

し
て

い
る

保
護

者
に

と
っ

て
、

急
な

児
童

の
疾

病
に

は
対

応
が

困
難

な
場

合
が

多
く

、
延

長
保

育
や

一
時

保
育

は
貴

重
な

支
援

と
な

っ
て

い
る

。
前

年
度

に
引

き
続

き
、

希
望

者
全

員
に

対
応

で
き

た
こ

と
は

評
価

で
き

る
。

な
お

、
村

岡
区

・
小

代
区

で
の

実
施

に
つ

い
て

、
ニ

ー
ズ

の
動

向
を

検
証

し
つ

つ
、

引
き

続
き

検
討

を
進

め
て

い
た

だ
き

た
い

。

施
策

外
部

評
価

基
本

方
針

教
育

の
重

点
に

よ
る

位
置

づ
け

実
施

状
況

事
務

事
業

名
目

的
総

合
評

価
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教
育

の
方

向
性

Ⅲ
　

学
校

・
家

庭
・
地

域
が

一
体

と
な

っ
た

教
育

力
の

向
上

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等
施

策
外

部
評

価
基

本
方

針
教

育
の

重
点

に
よ

る
位

置
づ

け
実

施
状

況
事

務
事

業
名

目
的

総
合

評
価

8
6
4

学
校

園
支

援
活

動
の

充
実

放
課

後
プ

ラ
ン

事
業

（
ひ

ょ
う

ご
放

課
後

プ
ラ

ン
事

業
）

幼
稚

園
児

・
小

学
生

を
対

象
と

し
、

主
に

放
課

後
に

学
校

や
地

区
公

民
館

の
施

設
を

活
用

し
て

安
全

・
安

心
な

子
ど

も
の

居
場

所
を

設
け

、
学

習
や

ス
ポ

ー
ツ

、
文

化
活

動
、

集
団

遊
び

等
を

行
う

。
教

育
活

動
推

進
員

（
地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

地
域

の
人

と
の

交
流

を
定

期
的

、
継

続
的

に
行

い
、

子
ど

も
た

ち
の

社
会

性
・
自

主
性

・
創

造
性

等
の

豊
か

な
人

間
性

を
涵

養
す

る
と

と
も

に
、

ふ
る

さ
と

へ
の

愛
着

を
持

て
る

よ
う

に
す

る
。

ま
た

、
地

域
社

会
全

体
の

教
育

力
の

向
上

を
図

り
、

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
の

活
性

化
や

子
ど

も
が

健
全

に
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
環

境
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

地
区

公
民

館
や

学
校

の
施

設
を

活
用

し
、

平
日

の
放

課
後

を
中

心
に

宿
題

や
体

験
活

動
、

集
団

遊
び

等
の

場
を

、
５

小
学

校
区

で
各

年
間

１
９

～
２

４
日

提
供

し
た

。
子

ど
も

た
ち

の
日

頃
の

見
守

り
や

指
導

は
地

域
の

方
が

行
い

、
定

期
的

に
、

外
部

か
ら

講
師

を
招

き
、

工
作

作
り

や
バ

ル
ー

ン
ア

ー
ト

教
室

等
を

し
た

り
、

地
域

の
高

校
生

と
も

交
流

し
た

。

さ
づ

っ
子

教
室

　
　

　
　

  
　

年
間

2
3
日

、
登

録
9
人

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 1
日

平
均

7
人

参
加

し
ば

や
ま

っ
子

教
室

 　
　

 年
間

2
1
日

、
登

録
1
3
人

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 1
日

平
均

1
0
人

参
加

あ
ま

る
べ

っ
子

教
室

  
  

　
年

間
2
4
日

、
登

録
1
0
人

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 1
日

平
均

9
人

参
加

い
そ

う
っ

子
教

室
　

  
  

 　
 年

間
1
9
日

、
登

録
3
4
人

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 1
日

平
均

3
0
人

参
加

お
じ

ろ
っ

子
教

室
　

  
  

  
  

年
間

2
1
日

、
登

録
7
人

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 1
日

平
均

5
人

参
加

Ｂ
維

持

５
教

室
開

設
し

、
,地

域
の

大
人

か
ら

工
作

や
バ

ル
ー

ン
ア

ー
ト

な
ど

を
学

ん
だ

り
、

地
元

の
高

校
と

連
携

し
た

交
流

を
行

う
な

ど
、

地
域

社
会

全
体

の
教

育
力

の
向

上
を

図
っ

た
。

ま
た

、
各

教
室

代
表

者
が

集
ま

る
運

営
委

員
会

を
実

施
し

、
具

体
的

な
対

応
な

ど
の

共
通

理
解

を
図

り
、

他
の

教
室

の
良

い
点

を
取

り
入

れ
る

な
ど

工
夫

改
善

を
行

っ
た

。
参

加
者

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

児
童

及
び

保
護

者
全

員
か

ら
高

い
評

価
を

い
た

だ
い

た
。

今
後

と
も

、
運

営
委

員
会

や
研

修
会

、
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

、
事

業
の

成
果

と
課

題
を

関
係

者
が

共
通

理
解

し
な

が
ら

、
子

ど
も

た
ち

が
健

全
に

か
つ

安
心

し
て

過
ご

せ
る

環
境

づ
く
り

を
推

進
し

て
い

く
。

参
加

者
数

が
減

少
傾

向
に

あ
る

の
で

、
周

知
方

法
の

改
善

等
の

工
夫

が
必

要
で

あ
る

。
子

ど
も

た
ち

の
見

守
り

を
行

う
教

育
活

動
推

進
員

が
不

在
の

た
め

教
室

を
開

設
で

き
な

い
小

学
校

区
が

あ
る

の
で

、
地

区
公

民
館

長
の

協
力

も
得

な
が

ら
推

進
員

の
新

規
確

保
を

図
り

た
い

。

放
課

後
の

各
教

室
は

、
単

な
る

居
場

所
に

と
ど

ま
ら

ず
、

教
育

活
動

推
進

員
は

も
と

よ
り

、
地

域
の

住
民

や
高

校
生

な
ど

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

体
験

活
動

や
異

世
代

交
流

の
貴

重
な

機
会

と
な

っ
て

い
る

。
昨

年
に

引
き

続
き

、
教

育
活

動
推

進
委

員
研

修
会

は
実

施
で

き
な

か
っ

た
が

、
各

教
室

の
代

表
に

よ
る

運
営

委
員

会
が

開
催

さ
れ

、
具

体
的

な
取

組
に

あ
た

っ
て

改
善

・
工

夫
が

図
ら

れ
て

い
る

こ
と

が
教

室
の

活
性

化
に

寄
与

し
て

い
る

も
の

と
、

高
く

評
価

で
き

る
。

3
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教
育

の
方

向
性

Ⅳ
　

生
涯

学
習

社
会

づ
く
り

の
推

進

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等

6
6

公
民

館
事

業
の

充
実

公
民

館
事

業

香
美

町
教

育
振

興
基

本
計

画
後

期
計

画
に

基
づ

き
、

公
民

館
活

動
を

地
域

住
民

の
生

涯
学

習
の

中
核

に
し

て
積

極
的

に
推

進
す

る
。

高
度

化
、

多
様

化
す

る
町

民
の

学
習

要
求

に
的

確
に

対
応

し
、

町
民

一
人

一
人

が
豊

か
な

人
生

を
送

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
生

涯
学

習
の

充
実

、
芸

術
文

化
活

動
の

活
性

化
を

図
る

。

[香
住

区
中

央
公

民
館

]
・
一

般
講

座
7
講

座
4
2
回

　
（
延

べ
参

加
人

数
2
4
5
人

）
・
こ

ど
も

講
座

4
講

座
3
5
回

（
延

べ
参

加
人

数
2
5
7
人

）
・
し

い
の

木
キ

ャ
ン

パ
ス

高
齢

者
講

座
5
講

座
3
3
回

(延
べ

参
加

人
数

3
9
6
人

)
※

そ
の

他
6
地

区
公

民
館

  
 一

般
講

座
等

全
1
0
講

座

[村
岡

区
中

央
公

民
館

]
・
一

般
講

座
1
1
講

座
8
4
回

　
（
延

べ
参

加
人

数
8
7
8
人

）
・
特

別
講

座
2
講

座
3
回

（
延

べ
参

加
人

数
3
7
人

）
・
こ

ど
も

講
座

1
講

座
3
回

　
（
延

べ
参

加
人

数
3
6
人

）
※

そ
の

他
3
地

区
公

民
館

　
 一

般
講

座
7
講

座
、

特
別

講
座

1
講

座
、

こ
ど

も
講

座
2
講

座

[連
携

講
座

]
・
ふ

る
さ

と
語

り
部

講
座

5
回

　
（
延

べ
参

加
人

数
1
4
8
人

）
※

[し
い

の
木

キ
ャ

ン
パ

ス
]

　
 専

門
講

座
5
講

座
3
3
回

　
（
延

べ
参

加
人

数
3
9
6
人

）
※

[そ
ぶ

キ
ャ

ン
パ

ス
]

　
 専

門
講

座
4
講

座
3
5
回

　
（
延

べ
参

加
人

数
2
8
3
人

）

Ｂ
内

容
改

善

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

講
座

の
運

営
等

は
難

し
い

面
も

あ
っ

た
が

、
香

住
区

中
央

公
民

館
で

１
６

講
座

、
村

岡
区

中
央

公
民

館
で

１
４

講
座

を
開

催
し

公
民

館
活

動
の

充
実

を
図

っ
た

。
利

用
者

ニ
ー

ズ
と

利
用

者
外

の
ニ

ー
ズ

の
検

証
を

行
い

、
中

・
長

期
的

な
観

点
か

ら
の

取
組

を
始

め
る

必
要

が
あ

る
。

特
に

子
ど

も
た

ち
の

要
望

に
応

え
な

が
ら

、
元

気
な

高
齢

者
等

の
参

加
意

欲
を

か
き

立
て

る
取

組
に

つ
い

て
し

っ
か

り
と

し
た

計
画

が
必

要
と

考
え

る
。

コ
ロ

ナ
禍

に
あ

っ
て

、
感

染
症

対
策

に
努

め
な

が
ら

目
標

数
を

上
回

る
講

座
を

実
施

、
参

加
人

数
も

ほ
ぼ

目
標

に
達

し
て

お
り

、
高

く
評

価
で

き
る

。
今

後
も

、
地

域
住

民
が

世
代

を
超

え
て

集
え

る
場

と
し

て
、

一
層

の
公

民
館

活
動

の
活

性
化

を
図

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。

7
0

「
町

じ
ゅ

う
図

書
館

」
活

動
の

推
進

図
書

事
業

図
書

の
貸

出
し

業
務

、
図

書
の

購
入

、
移

動
図

書
館

車
の

活
用

な
ど

を
行

い
、

町
民

の
読

書
へ

の
意

欲
の

向
上

を
促

す
と

と
も

に
、

環
境

を
整

え
る

。

①
新

刊
図

書
情

報
や

読
み

聞
か

せ
会

等
に

つ
い

て
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
町

民
に

案
内

②
毎

月
、

移
動

図
書

館
車

「
や

ま
な

み
」
号

で
村

岡
区

内
、

「
メ

ル
ヘ

ン
」
号

で
小

代
区

内
の

各
地

区
を

巡
回

し
て

図
書

の
貸

出
し

を
行

っ
た

。
③

公
民

館
の

図
書

及
び

新
刊

図
書

を
各

学
校

に
貸

し
出

す
「
ジ

オ
ン

く
ん

の
本

わ
か

文
庫

」
を

小
学

校
は

2
カ

月
に

1
回

、
中

学
校

は
3
カ

月
に

1
回

実
施

④
移

動
図

書
館

車
で

子
育

て
施

設
等

へ
行

き
、

図
書

の
貸

出
し

や
読

み
聞

か
せ

の
実

演
を

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

グ
ル

ー
プ

と
協

力
し

行
っ

た
。

（
年

1
0
回

）
⑤

香
住

区
中

央
公

民
館

に
て

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

グ
ル

ー
プ

と
協

力
し

、
読

み
聞

か
せ

や
紙

芝
居

等
を

行
っ

た
。

（
月

1
回

）
⑥

村
岡

区
中

央
公

民
館

図
書

シ
ス

テ
ム

更
新

、
各

公
民

館
図

書
室

で
図

書
の

整
理

や
配

置
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

⑦
各

中
央

公
民

館
に

て
、

図
書

だ
よ

り
の

発
行

･各
公

民
館

講
座

に
お

す
す

め
の

図
書

案
内

を
作

成
（
月

1
回

）

Ｂ
維

持

『
香

美
町

子
ど

も
の

読
書

活
動

推
進

計
画

』
の

基
本

方
針

で
あ

る
”
乳

幼
児

期
か

ら
本

に
親

し
む

、
出

会
い

・
環

境
・
習

慣
づ

く
り

”
を

重
点

的
に

進
め

る
た

め
、

読
み

聞
か

せ
会

の
案

内
や

保
護

者
へ

の
ブ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

配
付

等
を

行
い

、
図

書
室

の
利

用
啓

発
と

本
好

き
な

子
ど

も
の

育
成

を
図

っ
た

。
ま

た
、

「
町

じ
ゅ

う
図

書
館

」
の

推
進

の
た

め
、

移
動

図
書

館
車

に
よ

る
子

育
て

施
設

等
で

の
絵

本
の

貸
出

し
や

村
岡

区
中

央
公

民
館

図
書

貸
出

シ
ス

テ
ム

の
更

新
等

、
各

公
民

館
図

書
室

の
整

理
や

図
書

の
効

果
的

な
配

置
を

行
い

、
読

書
環

境
改

善
を

進
め

た
。

今
後

も
毎

月
、

図
書

だ
よ

り
の

発
行

・
各

公
民

館
講

座
に

お
す

す
め

の
図

書
案

内
の

作
成

・
町

広
報

に
図

書
情

報
を

掲
載

す
る

な
ど

、
図

書
購

入
冊

数
を

増
や

し
な

が
ら

情
報

発
信

、
新

た
な

事
業

に
取

り
組

み
、

学
校

、
家

庭
、

地
域

、
教

育
委

員
会

が
一

体
と

な
っ

て
読

書
に

親
し

む
こ

と
が

で
き

る
環

境
づ

く
り

を
進

め
て

い
く

。
な

お
、

香
美

町
子

ど
も

の
読

書
活

動
推

進
計

画
の

更
新

が
遅

延
し

て
お

り
、

早
急

の
計

画
策

定
が

必
要

。

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
、

目
標

指
標

の
達

成
が

で
き

な
か

っ
た

こ
と

は
や

む
を

得
な

い
と

し
て

「
町

じ
ゅ

う
図

書
館

」
構

想
に

お
い

て
移

動
図

書
館

は
そ

の
核

で
あ

り
、

一
層

の
充

実
を

期
待

し
た

い
。

な
お

、
子

ど
も

の
読

書
活

動
推

進
計

画
に

つ
い

て
は

、
学

校
に

お
け

る
読

書
活

動
の

指
針

の
一

つ
と

も
言

え
、

「
町

じ
ゅ

う
図

書
館

」
を

標
榜

す
る

以
上

、
速

や
か

な
改

訂
を

お
願

い
し

た
い

。

総
合

評
価

施
策

外
部

評
価

基
本

方
針

教
育

の
重

点
に

よ
る

位
置

づ
け

実
施

状
況

事
務

事
業

名
目

的

9
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教
育

の
方

向
性

Ⅳ
　

生
涯

学
習

社
会

づ
く
り

の
推

進

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等

総
合

評
価

施
策

外
部

評
価

基
本

方
針

教
育

の
重

点
に

よ
る

位
置

づ
け

実
施

状
況

事
務

事
業

名
目

的

9
7
8

人
権

学
習

の
推

進
人

権
教

育
推

進
事

業

参
加

す
る

児
童

・
生

徒
の

自
尊

感
情

を
高

め
、

部
落

差
別

を
は

じ
め

と
す

る
さ

ま
ざ

ま
な

人
権

に
か

か
わ

る
課

題
の

解
決

に
向

け
た

意
欲

と
、

差
別

に
負

け
な

い
実

践
力

を
培

う
学

習
活

動
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
参

加
す

る
児

童
・
生

徒
が

生
涯

に
わ

た
っ

て
人

権
を

学
び

続
け

る
た

め
の

基
礎

を
育

成
す

る
。

自
他

の
命

の
尊

厳
を

基
調

に
し

た
、

自
尊

感
情

を
高

め
る

学
習

、
差

別
意

識
の

払
拭

を
図

る
こ

と
を

め
ざ

し
た

仲
間

づ
く
り

や
人

間
関

係
の

醸
成

を
図

る
た

め
の

学
習

、
さ

ま
ざ

ま
な

「
ひ

と
・

も
の

・
こ

と
」
と

の
出

会
い

を
と

お
し

た
、

感
動

が
も

て
る

体
験

学
習

を
行

っ
た

。

小
学

校
１

・
２

・
３

年
生

対
象

「
じ

ん
け

ん
ま

な
ぶ

さ
ん

」
　

　
児

童
５

人
　

保
護

者
１

人
　

　
　

講
師

３
人

　
　

　
地

域
講

師
１

人 小
学

校
４

・
５

・
６

年
生

対
象

「
人

権
学

び
た

い
」

　
　

児
童

４
人

　
保

護
者

３
人

　
　

講
師

３
人

　
　

地
域

講
師

１
人

中
学

校
１

・
２

・
３

年
生

対
象

「
生

涯
学

び
た

い
」

　
　

生
徒

０
人

　
　

保
護

者
０

人
　

講
師

０
人

　
地

域
講

師
０

人

C
維

持

香
美

町
の

人
権

教
育

の
新

事
業

と
し

て
、

小
中

学
生

を
全

員
対

象
と

し
て

ス
タ

ー
ト

し
た

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
2

回
し

か
活

動
で

き
な

か
っ

た
が

、
「
人

権
っ

て
な

に
」
「
普

通
っ

て
な

に
」
の

テ
ー

マ
の

も
と

、
人

権
の

基
本

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

た
。

保
護

者
か

ら
も

き
め

細
か

く
本

格
的

に
人

権
教

育
を

し
て

い
た

だ
い

た
と

高
い

評
価

を
受

け
た

。
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

と
り

、
回

数
と

参
加

人
数

を
増

や
す

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。

現
代

社
会

に
お

い
て

人
権

学
習

の
領

域
は

大
き

く
拡

大
し

て
い

る
。

そ
う

い
う

時
代

に
あ

っ
て

、
今

年
度

か
ら

、
「
小

学
校

前
半

・
小

学
生

後
半

・
中

学
生

」
と

い
う

区
分

で
実

施
さ

れ
、

小
中

学
生

全
員

を
対

象
と

し
、

か
つ

成
長

段
階

に
応

じ
た

貴
重

な
人

権
学

習
の

機
会

と
な

っ
て

い
る

。
今

後
の

発
展

を
期

待
し

た
い

。

1
0

8
2

ス
ポ

ー
ツ

大
会

、
教

室
の

開
催

ス
ポ

ー
ツ

振
興

事
業

子
ど

も
た

ち
を

は
じ

め
多

く
の

町
民

が
「
継

続
で

き
る

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

参
加

」
を

目
標

に
、

心
身

両
面

に
わ

た
る

健
康

の
増

進
が

図
れ

る
よ

う
、

各
種

ス
ポ

ー
ツ

大
会

や
教

室
の

開
催

を
支

援
す

る
。

①
ス

ポ
ー

ツ
推

進
計

画
に

則
し

た
下

記
記

載
事

業
を

含
む

各
種

事
業

の
実

施

②
小

学
生

ス
ポ

ー
ツ

教
室

1
2
教

室
 2

6
6
人

参
加

（
サ

イ
ク

リ
ン

グ
、

卓
球

、
空

手
、

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

、
水

泳
、

柔
道

、
走

ろ
う

、
剣

道
、

香
住

海
洋

ク
ラ

ブ
、

チ
ャ

レ
ン

ジ
、

ス
ー

パ
ー

チ
ャ

レ
ン

ジ
、

ジ
ュ

ニ
ア

陸
上

）

③
健

康
体

操
教

室
　

1
2
2
人

（
転

び
に

く
い

体
づ

く
り

教
室

、
ノ

ル
デ

ィ
ッ

ク
ウ

ォ
ー

ク
、

親
子

体
操

、
水

中
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
）

④
1
0
/
3
但

馬
村

岡
ミ

ニ
ミ

ニ
駅

伝
（
中

止
）
、

1
0
/
1
7
香

美
町

駅
伝

大
会

　
7
チ

ー
ム

、
1
1
/
1
香

美
町

剣
道

大
会

　
団

体
5
チ

ー
ム

個
人

1
7
人

、
 1

/
3
0
香

美
町

民
ス

キ
ー

大
会

（
中

止
）
、

2
/
1
3
香

美
町

小
学

生
交

流
卓

球
大

会
（
中

止
）

⑤
ノ

ル
デ

ィ
ッ

ク
ウ

ォ
ー

ク
の

講
習

会
開

催
、

ラ
ジ

オ
体

操
の

実
施 ⑥

香
美

町
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
会

議
の

開
催

、
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

。

Ｂ
維

持

ス
ポ

ー
ツ

・
健

康
教

室
や

体
験

会
に

つ
い

て
は

、
他

課
と

も
協

力
し

な
が

ら
内

容
等

の
協

議
を

行
い

事
業

実
施

を
行

っ
た

。
ま

た
、

参
加

者
の

ニ
ー

ズ
の

聞
き

取
り

を
行

い
、

当
該

年
度

に
お

い
て

柔
軟

に
対

応
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
実

績
に

つ
い

て
は

、
参

加
者

は
昨

年
度

よ
り

増
加

し
た

が
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

例
年

に
比

べ
減

少
す

る
結

果
と

な
っ

た
。

今
後

も
、

現
在

実
施

し
て

い
る

事
業

を
継

続
し

な
が

ら
町

民
が

ス
ポ

ー
ツ

に
親

し
め

る
環

境
づ

く
り

や
健

康
増

進
の

機
会

を
図

る
。

コ
ロ

ナ
禍

と
は

い
え

、
住

民
の

ス
ポ

ー
ツ

へ
の

意
欲

は
高

い
。

実
施

回
数

や
参

加
者

の
減

少
が

や
む

を
得

な
い

中
で

、
一

定
の

取
組

に
お

い
て

、
コ

ロ
ナ

対
策

を
適

切
に

図
り

つ
つ

、
事

業
を

推
進

し
た

こ
と

は
評

価
で

き
る

。
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

外
出

を
控

え
た

り
、

集
会

等
へ

の
参

加
を

自
粛

し
た

り
す

る
傾

向
が

あ
る

一
方

、
だ

か
ら

こ
そ

ス
ポ

ー
ツ

や
健

康
教

室
へ

の
ニ

ー
ズ

が
高

ま
っ

て
い

る
と

い
う

状
況

が
あ

る
。

引
き

続
き

、
感

染
症

対
策

に
努

め
な

が
ら

、
安

全
で

安
心

で
き

る
事

業
の

実
施

が
望

ま
れ

る
。

4
1



教
育

の
方

向
性

Ⅳ
　

生
涯

学
習

社
会

づ
く
り

の
推

進

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等

総
合

評
価

施
策

外
部

評
価

基
本

方
針

教
育

の
重

点
に

よ
る

位
置

づ
け

実
施

状
況

事
務

事
業

名
目

的

1
0

8
5

ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
国

際
交

流
の

推
進

ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
国

際
交

流
の

推
進

香
美

町
の

ス
ポ

ー
ツ

環
境

を
活

用
し

、
東

京
2
0
2
0
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

の
開

催
を

契
機

と
し

た
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

や
、

ワ
ー

ル
ド

マ
ス

タ
ー

ズ
ゲ

ー
ム

ズ
2
0
2
1

関
西

（
W

M
G

）
の

開
催

に
伴

う
ス

ポ
ー

ツ
を

通
じ

た
国

際
交

流
を

推
進

し
、

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

の
受

入
体

制
を

整
え

る
。

[オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

]　
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
開

催
中

､聖
火

リ
レ

ー
に

使
用

さ
れ

た
ト

ー
チ

等
を

借
受

け
､オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

精
神

・
歴

史
､聖

火
リ

レ
ー

の
意

味
､新

競
技

の
動

画
等

ト
ー

チ
を

含
め

展
示

を
行

っ
た

。
町

内
全

中
学

生
を

対
象

に
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
に

係
る

授
業

を
行

い
「
夢

と
目

標
を

描
き

､あ
き

ら
め

ず
や

り
遂

げ
る

」
旨

を
伝

え
た

。
東

京
オ

リ
パ

ラ
競

技
大

会
組

織
委

員
会

の
上

治
丈

太
郎

氏
を

招
き

､ｵ
ﾘ
ﾝ
ﾋ
ﾟｯ

ｸ
講

演
会

を
行

い
､オ

リ
ン

ピ
ズ

ム
と

は
生

き
方

の
哲

学
で

あ
る

こ
と

を
伝

え
た

。

[W
M

G
]　

選
手

輸
送

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

の
構

築
､英

語
散

策
マ

ッ
プ

の
設

置
依

頼
､観

光
体

験
プ

ラ
ン

の
調

整
､横

断
・
懸

垂
幕

設
置

､ポ
ロ

シ
ャ

ツ
斡

旋
（
8
8
着

）
､O

L
講

習
・
体

験
会

(4
回

､6
6

人
)､

町
O

L
大

会
（
8
/
2
1
､1

4
人

）
､W

M
G

プ
レ

大
会

(1
1
/
6
､1

5
8

人
)､

宿
泊

施
設

P
R

動
画

作
成

､H
P

英
語

･日
本

語
更

新
､北

京
S
N

S
に

よ
る

情
報

発
信

､受
入

体
制

整
備

は
､宿

泊
施

設
を

5
5

軒
確

保
､W

i-
F
i、

カ
ー

ド
決

済
整

備
を

ほ
ぼ

完
了

し
､宿

泊
プ

ラ
ン

掲
載

を
進

め
て

い
た

が
､1

0
/
2
6
に

大
会

の
再

延
期

が
決

定
さ

れ
中

断
し

､併
せ

て
行

動
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
作

成
等

も
未

実
施

と
な

る
。

Ｂ
維

持

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
関

係
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

を
受

け
、

日
本

体
育

大
学

の
講

演
会

、
ス

ポ
ー

ツ
教

室
の

開
催

は
中

止
と

な
っ

た
が

、
聖

火
リ

レ
ー

の
ト

ー
チ

を
フ

ッ
ク

に
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
展

示
や

授
業

を
展

開
し

、
ま

た
、

有
識

者
に

よ
る

講
演

会
を

開
催

す
る

こ
と

で
、

機
運

の
醸

成
を

図
り

、
ス

ポ
ー

ツ
の

推
進

に
寄

与
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

W
M

G
の

関
係

は
、

令
和

２
～

３
年

度
に

、
宿

泊
、

選
手

輸
送

、
滞

在
時

の
余

暇
を

楽
し

ん
で

い
た

だ
く

手
段

等
、

一
定

の
受

入
体

制
が

整
い

、
本

町
へ

よ
り

多
く

の
選

手
に

宿
泊

い
た

だ
く

よ
う

P
R

動
画

を
公

開
し

て
い

た
が

、
2
0
2
6
年

５
月

に
延

期
が

計
画

さ
れ

、
大

会
運

営
の

行
動

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

は
未

作
成

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
多

く
の

取
組

に
お

い
て

再
調

整
が

必
要

と
な

る
が

、
ス

ム
ー

ズ
な

調
整

が
行

え
る

よ
う

、
随

時
、

関
係

者
に

経
過

報
告

等
を

行
い

、
親

交
を

図
っ

て
い

る
。

ま
た

、
大

会
運

営
に

つ
い

て
は

、
W

M
G

プ
レ

大
会

の
経

験
を

い
か

す
こ

と
と

し
て

い
る

。

国
際

的
な

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

を
軸

に
、

国
際

化
や

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

へ
の

対
応

を
推

進
す

る
特

色
あ

る
取

組
で

あ
る

が
、

残
念

な
こ

と
に

一
つ

の
軸

で
あ

る
ワ

ー
ル

ド
マ

ス
タ

ー
ズ

ゲ
ー

ム
2
0
2
1
の

開
催

が
2
0
2
6

年
５

月
に

延
期

さ
れ

た
。

Ｐ
Ｒ

動
画

も
既

に
公

開
さ

れ
て

い
た

が
、

多
く
の

取
組

の
再

調
整

が
求

め
ら

れ
る

。
こ

れ
ま

で
の

取
組

を
ベ

ー
ス

に
、

再
度

の
調

整
を

期
待

し
た

い
。

8
7

文
化

活
動

の
推

進
・
支

援
文

化
ホ

ー
ル

事
業

町
民

を
対

象
に

身
近

な
ホ

ー
ル

で
上

質
の

芸
術

体
験

を
提

供
す

る
。

8
/
2
1
　

子
ど

も
映

画
大

会
　

7
5
人

1
1
/
6
　

ジ
ョ

イ
ン

ト
コ

ン
サ

ー
ト

2
8
1
人

1
2
/
1
1
　

サ
ウ

ン
ド

ア
ー

ト
・
朗

読
・
ピ

ア
ノ

コ
ン

サ
ー

ト
　

1
4
8
人

3
/
1
3
　

春
一

番
コ

ン
サ

ー
ト

　
1
2
0
人

3
/
2
6
　

辛
坊

治
郎

講
演

会
　

3
1
8
人

※
９

月
予

定
１

月
延

期
の

豊
岡

演
劇

祭
「
銀

河
鉄

道
の

夜
」
は

中
止

B
維

持

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
よ

り
事

業
計

画
、

実
施

は
不

透
明

な
部

分
も

多
く

、
運

営
に

は
苦

慮
し

た
が

、
回

を
重

ね
る

ご
と

に
対

処
方

針
等

に
基

づ
き

対
応

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
今

後
は

町
民

に
芸

術
性

・
高

い
専

門
性

を
提

供
す

る
こ

と
と

、
よ

り
多

く
来

場
い

た
だ

く
た

め
に

知
名

度
の

高
い

出
演

者
を

選
択

す
る

観
点

を
う

ま
く
融

合
さ

せ
な

が
ら

中
・
長

期
的

な
予

定
も

含
め

企
画

立
案

を
検

討
す

る
。

も
っ

と
も

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
を

受
け

た
事

業
の

一
つ

と
言

え
る

。
令

和
３

年
度

は
感

染
症

対
策

に
努

め
、

５
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
開

催
が

で
き

た
５

事
業

に
お

け
る

満
足

度
は

高
く

、
参

加
し

た
住

民
は

一
時

で
は

あ
っ

て
も

、
喜

び
と

安
ら

ぎ
を

感
じ

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。
９

月
予

定
の

豊
岡

演
劇

祭
は

、
県

民
の

注
目

度
も

高
か

っ
た

が
、

延
期

の
後

中
止

と
な

っ
た

こ
と

は
残

念
で

あ
っ

た
。

4
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教
育

の
方

向
性

Ⅳ
　

生
涯

学
習

社
会

づ
く
り

の
推

進

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等

総
合

評
価

施
策

外
部

評
価

基
本

方
針

教
育

の
重

点
に

よ
る

位
置

づ
け

実
施

状
況

事
務

事
業

名
目

的

8
9

文
化

財
の

保
存

と
活

用
文

化
財

保
存

事
業

町
内

の
文

化
財

の
保

存
と

活
用

を
進

め
る

こ
と

に
よ

り
、

町
民

の
文

化
財

に
関

す
る

関
心

を
高

め
、

地
域

に
愛

着
を

持
つ

人
々

の
育

成
を

通
し

て
、

ま
ち

づ
く
り

に
寄

与
す

る
。

①
県

指
定

八
幡

山
古

墳
群

、
文

堂
古

墳
、

三
之

谷
２

号
墳

の
環

境
整

備
、

銚
子

ヶ
谷

カ
キ

ツ
バ

タ
群

落
獣

害
防

止
網

の
設

置
（
５

～
１

１
月

）
②

香
美

町
文

化
財

保
存

活
用

地
域

計
画

の
推

進
（
香

美
町

の
歴

史
文

化
を

未
来

へ
つ

な
ぐ

協
議

会
：
村

岡
ふ

る
さ

と
ガ

イ
ド

の
作

成
）

③
指

定
文

化
財

整
備

事
業

補
助

（
大

乗
寺

防
災

防
犯

施
設

整
備

事
業

、
訓

谷
三

番
叟

衣
装

整
備

事
業

）
④

歴
史

講
座

等
の

講
師

依
頼

対
応

（
1
6
回

、
対

象
人

数
延

3
3
3

人
）

B
拡

大

令
和

２
年

度
に

認
定

を
受

け
た

文
化

財
保

存
活

用
地

域
計

画
の

計
画

初
年

度
で

あ
っ

た
が

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
、

予
定

し
て

い
た

認
定

記
念

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

が
開

催
で

き
な

か
っ

た
。

今
後

は
歴

史
講

座
な

ど
を

と
お

し
て

地
域

に
啓

発
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
国

指
定

文
化

財
大

乗
寺

障
壁

画
な

ど
を

所
有

す
る

大
乗

寺
の

防
火

防
犯

施
設

が
老

朽
化

し
て

お
り

、
大

乗
寺

が
実

施
し

た
施

設
の

更
新

事
業

に
つ

い
て

補
助

を
お

こ
な

っ
た

。
令

和
３

年
度

は
小

中
学

校
か

ら
の

講
座

依
頼

が
多

く
、

全
体

の
1
6
回

中
1
1
回

が
小

中
学

校
か

ら
で

あ
っ

た
。

今
後

は
地

域
に

対
し

て
講

座
の

内
容

等
の

検
討

を
す

す
め

、
地

域
学

習
へ

の
意

欲
を

高
め

る
必

要
が

あ
る

。

令
和

２
年

度
に

認
定

を
受

け
た

「
文

化
財

保
存

活
用

地
域

計
画

」
の

初
年

度
で

あ
り

な
が

ら
、

中
核

的
な

「
認

定
記

念
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
」
が

、
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

中
止

に
な

っ
た

こ
と

が
惜

し
ま

れ
る

。
一

方
、

小
中

学
校

に
お

け
る

「
ふ

る
さ

と
学

習
」
の

認
識

が
高

ま
り

、
１

１
回

も
の

講
座

依
頼

が
あ

っ
た

こ
と

は
高

く
評

価
で

き
る

。
引

き
続

き
、

小
中

学
校

向
け

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

に
期

待
し

た
い

。

1
1

4
3



教
育

の
方

向
性

Ⅴ
　

ふ
る

さ
と

教
育

の
推

進

判
定

方
向

性
判

定
理

由
、

課
題

、
今

後
の

対
応

等

1
2

9
1

「
土

曜
チ

ャ
レ

ン
ジ

学
習

」
事

業
の

推
進

土
曜

チ
ャ

レ
ン

ジ
学

習
事

業

地
域

の
多

様
な

経
験

や
技

能
を

持
つ

人
材

、
企

業
等

の
協

力
に

よ
り

、
土

曜
日

に
体

系
的

・
継

続
的

な
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
計

画
・
実

施
す

る
取

組
を

支
援

す
る

。
教

育
支

援
体

制
の

構
築

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
子

ど
も

た
ち

に
と

っ
て

よ
り

豊
か

で
有

意
義

な
土

曜
日

を
実

現
す

る
。

[香
住

区
]…

活
動

日
数

：
7
日

（
土

曜
日

6
回

、
日

曜
日

1
回

）
※

計
画

後
中

止
も

含
む

。
対

象
者

：
延

べ
参

加
人

数
2
0
1
人

/
年

、
平

均
2
8
.7

人
/
日

【
内

訳
】

①
学

校
別

：
香

住
小

1
7
5
人

、
佐

津
小

1
2
人

、
柴

山
小

1
1
人

、
余

部
小

3
人

②
学

年
別

：
1
年

5
6
人

、
2
年

3
4
人

、
3
年

6
1
人

、
4
年

3
8
人

、
5
年

1
2
人

、
6
年

0
人

）
ス

タ
ッ

フ
：
延

べ
参

加
人

数
6
6
人

/
年

、
平

均
9
人

/
日

※
第

1
、

7
、

1
0
、

1
1
回

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

に
よ

り
中

止
。

[村
岡

区
]…

活
動

日
数

：
7
日

（
土

曜
日

7
回

）
※

計
画

後
中

止
も

含
む

。
対

象
者

：
延

べ
参

加
人

数
1
2
6
人

/
年

、
平

均
1
8
.0

人
/

日 【
内

訳
】

①
学

校
別

：
村

岡
小

2
8
人

、
兎

塚
小

1
人

、
射

添
小

8
4
人

、
小

代
小

1
3
人

②
学

年
別

：
1
年

1
6
人

、
2
年

2
8
人

、
3
年

1
0
人

、
4
年

1
5
人

、
5
年

7
人

ス
タ

ッ
フ

：
延

べ
参

加
人

数
7
0
人

/
年

、
平

均
1
0
人

/
日

、
※

第
5
、

7
、

1
0
回

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

影
響

と
天

候
不

良
等

の
た

め
中

止
。

Ｂ
維

持

県
立

高
等

学
校

の
生

徒
、

教
育

活
動

推
進

員
等

地
域

の
人

が
連

携
し

、
海

や
山

の
豊

か
な

地
域

資
源

を
教

材
に

し
て

子
ど

も
た

ち
に

地
域

の
価

値
を

見
い

出
さ

せ
る

体
験

学
習

を
行

っ
た

。
令

和
３

年
度

は
香

住
区

村
岡

区
の

連
携

と
し

て
香

住
高

校
の

実
習

船
「
但

州
丸

」
の

体
験

乗
船

、
雪

山
で

の
体

験
「
ス

ノ
ー

シ
ュ

ー
で

雪
山

ハ
イ

キ
ン

グ
」
な

ど
を

企
画

し
た

。
「
ス

ノ
ー

シ
ュ

ー
で

雪
山

ハ
イ

キ
ン

グ
」
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

中
止

と
な

っ
た

が
、

但
州

丸
体

験
乗

船
は

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
非

常
に

好
評

で
あ

っ
た

。
令

和
４

年
度

は
交

流
を

さ
ら

に
深

め
る

た
め

、
香

美
町

全
体

で
募

集
し

て
町

一
本

と
し

て
実

施
す

る
。

コ
ロ

ナ
禍

の
中

で
は

あ
る

が
、

ほ
ぼ

目
標

ど
お

り
の

回
数

・
参

加
者

を
得

た
こ

と
は

、
高

く
評

価
で

き
る

。
ま

た
、

地
域

の
高

等
学

校
と

の
提

携
に

よ
る

県
下

唯
一

の
実

習
船

の
体

験
は

、
郷

土
の

学
校

へ
の

親
し

み
に

も
つ

な
が

り
、

貴
重

な
体

験
と

な
っ

て
い

る
。

今
後

、
事

業
の

香
美

町
全

体
で

の
一

本
化

が
図

ら
れ

る
こ

と
に

よ
り

、
一

層
の

交
流

の
深

ま
り

が
期

待
で

き
よ

う
。

1
3

9
3

｢ふ
る

さ
と

教
育

交
流

会
」
の

開
催

｢ふ
る

さ
と

教
育

交
流

会
」
の

開
催

ふ
る

さ
と

に
愛

着
を

持
つ

青
少

年
の

育
成

を
目

指
し

、
地

域
住

民
の

参
画

と
協

働
に

よ
る

ふ
る

さ
と

教
育

の
支

援
体

制
の

強
化

を
図

る
。

第
１

５
回

香
美

町
ふ

る
さ

と
教

育
交

流
会

を
１

１
月

１
４

日
（
日

）
、

お
じ

ろ
ド

ー
ム

に
て

開
催

。
ふ

る
さ

と
教

育
推

進
委

員
会

を
２

回
、

ふ
る

さ
と

教
育

交
流

会
実

行
委

員
会

を
２

回
開

催
。

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
に

よ
り

、
ふ

る
さ

と
も

の
し

り
博

士
の

ガ
イ

ド
の

視
察

研
修

と
、

ふ
る

さ
と

教
育

取
組

展
示

が
中

止
。

Ｂ
維

持

ふ
る

さ
と

教
育

の
取

組
事

例
を

実
践

発
表

す
る

「
ふ

る
さ

と
教

育
交

流
会

」
は

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
を

と
り

、
入

場
者

数
の

制
限

等
を

行
い

開
催

し
た

。
来

場
者

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
９

割
以

上
の

方
か

ら
高

い
評

価
を

い
た

だ
き

、
実

践
の

成
果

を
共

有
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

、
実

践
発

表
だ

け
で

な
く
、

さ
ら

に
ふ

る
さ

と
教

育
を

推
進

す
る

た
め

、
教

育
の

一
定

の
方

向
を

示
す

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
等

を
検

討
す

る
。

ふ
る

さ
と

も
の

し
り

博
士

部
会

で
は

研
修

会
が

中
止

と
な

っ
た

が
、

各
学

校
等

で
の

ふ
る

さ
と

学
習

の
講

師
と

し
て

活
用

さ
れ

た
。

今
後

さ
ら

に
多

く
の

ふ
る

さ
と

も
の

し
り

博
士

の
方

々
を

活
用

し
て

い
た

だ
け

る
よ

う
、

学
校

や
地

域
等

に
周

知
を

図
る

。

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
を

大
き

く
受

け
る

交
流

会
と

い
う

事
業

に
つ

い
て

、
人

数
制

限
を

行
い

つ
つ

感
染

症
対

策
に

努
め

、
開

催
し

た
意

義
は

大
き

い
と

思
わ

れ
る

。
ま

た
、

ふ
る

さ
と

も
の

知
り

博
士

部
会

に
お

い
て

は
、

研
修

会
こ

そ
中

止
と

な
っ

た
が

、
こ

れ
ま

で
の

指
導

経
験

が
活

か
さ

れ
、

学
校

で
の

活
用

に
繋

が
っ

た
こ

と
も

評
価

で
き

よ
う

。

施
策

外
部

評
価

基
本

方
針

教
育

の
重

点
に

よ
る

位
置

づ
け

実
施

状
況

事
務

事
業

名
目

的
総

合
評

価

4
4
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Ⅳ 外部評価 

 

はじめに 

  令和４年度の点検評価においては、前年度と同様、香美町教育委員会事

務事業点検・評価調書、その他の関係資料の閲覧や各課からのヒアリング

等を通して行なった。なお、点検評価は、香美町教育委員会の事務の管理

及び執行の状況についての自己点検評価の適切さについて検証を行ったも

のである。  

  評価委員は、学識経験者１名、保護者代表２名の計３名で行い、その合

議のもと、以下の評価をまとめた。  

  また、外部評価委員会において、２５事業について、例年通り担当各課

からは分かりやすい評価資料の呈示と説明を受け、委員の質問や疑問に対

して誠実・丁寧な対応をいただいたことを付記する。  

 

１ 総合評価     

(1)  総評 

令和３年度における「香美町教育振興基本計画に基づく自己点検評

価」は、平成２８年度策定の「香美町教育振興基本計画－後期計画」に

おける最終年度であり、５年間の目標達成を検証する機会でもある。  

全体の検証については、「第２期香美町教育振興基本計画」の「第１

期計画の検証を踏まえて」にあるように、令和３年度も含めて５年間の

取組の検証により、「事務の執行や事業の実施等は適切に行われてい

る」との評価を得、後期計画が順調に進捗したことが認められる。  

また、令和３年度の「教育委員会の点検・評価」においても、コロナ

禍による影響が見られるものの、適切な感染症対策に努め、全般にわた

って「適切」また一部において「概ね適切」であり、各事業の今後の方

向性についての評価・判断も全般にわたって「適切」また一部において

「概ね適切」と考える。  

なお判定・方向性について、個別に検証した２５事業においては、  

  判定 Ａ  ３（ ４）  方向性 拡大    ３（ ４）  

     Ｂ １９（１９）      維持   １７（１９）  

Ｃ  ３（ ２）      内容改善     ５（ ２）  

     Ｄ  ０（ ０）      縮小・廃止 ０（ ０）  

（ ）は昨年度２５事業における数値
 

となっている。  

 今年度については、昨年と同様、担当者それぞれのコロナ禍による影

響をどう解釈するかによって判定が揺れたものと思われるが、あえて調
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整はせず、担当者の思いを尊重した。  

 それぞれの自己評価については評価対象の３事業が判定Ａ（１２％）、

１９事業がＢ（７６％）であり、その評価も適切と認められる。判定Ｃ

が３（１２％）、Ｄ評価はゼロであり、全体として高く評価できる。  

  判定がＣであった「学力向上ステップアップ授業」「ふるさと食材調

理実習教室」「人権教育推進事業」は、それぞれに近距離での対話や指

導を要するものであり、コロナ禍で計画通りに進捗しにくかったことは

やむを得ないものと思われる。次年度は、コロナ禍の動向を見極めつつ、

より充実した取組を期待したい。  

 

(2) 評価の方法  

① 評価基準・判定について 

４段階「よくできている・できている・あまりできていない・

できていない」に設定され、中間的基準を除いたことで曖昧さを

排除できるものとなっており、適切である。  

 

② 方向性について 

    「拡大」について、前年度に続く「小・中学校コンピュータ事業」

においては、まさに、子ども達にとって必須のリテラシーであり、

第２期教育振興基本計画においても継続して拡大が求められよう。

もちろん教員のＩＴリテラシーも向上が求められる。  

その他、コロナ禍の中で取組に制約があった「ふるさと給食の推

進事業」についても子ども達が、食を通してふるさとに親しみ、ふ

るさとの豊かさを実感する貴重な機会であり、やはり充実が求めら

れよう。  

また、「文化財保存事業」について、史跡・遺跡の保存だけではな

く、小中学校からの講座依頼が増えているように、「ふるさと学習」

の一環としても貴重な機会であり、多角的な視点が必要となろう。  

「内容改善」については、内容改善が必要とされた「学力向上ス

テップアップ授業」「ふるさと食材調理実習教室」「外国青年招致事

業」「公民館事業」は、それぞれにコロナ禍で計画通りに進捗しにく

かった取組であり、次年度に向けて、この経験を活かした取組を期

待したい。  

また、「病児保育事業」については、急な病気等に対応できない保

護者にとってはありがたい制度であり、これまでの動向を踏まえな

がら、引き続き充実を図っていただきたい。  
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 ③ 評価指標について 

  事務事業点検・評価調書において、事業毎に評価指標が設定さ

れ、達成度・到達度の判断についての根拠を明確にしていること

は適切である。  

また、評価指標について、検証を進めていただいてきたが、令

和４年度からは「第２期教育振興基本計画」の進捗を図ることに

なる。評価指標等についても、次の５年間を検証しやすい基準を

設定するなど、工夫・改善が求められる。  

 

２ 重点施策の取組状況について 

全体として、後期の教育振興基本計画に則り、その進捗状況は順調で所

期の目的を達成したものと高く評価できる。  

 

  (1) 香美町ならではの教育の挑戦 

   ① 香美町ならではの「魅力ある学校園づくり」の推進 

    ア 新しい学習指導要領等がめざす教育・保育の実現 

     令和２年度から小学校において、令和３度から中学校において、

今次の学習指導要領による教育活動が実施されたが、共にコロナ

禍による影響を受けながらも、県や町の感染症対策ガイドライン

を基に適切な対応に努め、その影響を最小限に留めるべく、学校

園をあげて尽力いただいたことは高く評価できる。  

とはいえ、入学以来、３年間にわたってコロナ禍の影響下で過

ごした児童生徒にとって、その成長過程において何らかの影響を

受けている。引き続き、観察に努め、心のケアや学力の補充など、

適切な対応をお願いしたい。  

 

    イ 香美町ならではの教育・保育の充実 

     「確かな学力」の育成に向けての「香美町ならではの教育」の

特色は、一般にはデメリットとされる事象をメリットに変容させ

ることにある。少人数であるが故の細やかな人間関係をベースに

カリキュラム・マネジメントを進め、保・幼・小・中学校のきめ

細やかな連携を深めることで、コミュニケーション能力の育成を

図るとともに、主体的・対話的で深い学びの機会の充実を図って

いる。あわせて校種間のギャップの解消と学びの一貫化が図られ

るなど、自ずと「社会に開かれた教育課程」が推進されており、

児童生徒の減少という状況における取組のモデルとも言える。そ

の取組と成果の発信が期待される。 
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     また、その方向性を踏まえ、各学校園所が年度版の「魅力ある

学校園所」を策定し、取組を明確にしていることは、個々の教職

員の認識を深める点でも有効である。 

         

   ② 地域をあげた人づくりの推進 

    ア たくましく生きる力の土台づくりとなる「３つの町民運動」 

     の展開 

     子ども達の社会関係の構築と一人一人の健全な成長を育もうと

いう「３つの町民運動」も９年を迎え、町民の間に定着している。

多くの町民が「香美町ならでは」と思える取組である。子ども達

を核に据えつつ、地域住民の地域活動への参画や自身の生涯学習

への参加への促しに繋がっていることは、生涯学習のまちづくり

に貢献しているともいえ、高く評価できる。 

  また、香美町の読書活動については、令和３年に兵庫県ＰＴＡ

協議会の広報紙「兵庫ＰＴＡ」において紹介され、香美町の「町

じゅう図書館」の取組について、広く県下に発信できた。読書活

動は生涯学習の基盤となるとともに「地域の文化の指標」になる

とも言われる。引き続き、蔵書と移動図書館の充実と学校図書館

との積極的な連携を期待したい。 

 

    イ ふるさと教育の推進 

     香美町で学び成長した子ども達が、将来、香美町で就労し居住

するとは限らないが、ふるさとで育まれた「ふるさとを愛し、誇

りに思う心」が人生を豊かにし、何かの時には大きなよすがとな

る。ましてや、ふるさとに居住する人々は、香美町の伝統と文化

を受け継ぎ、次の世代に伝えていく。 

  「香美町ならでは」のふるさと教育は、一過性の行事や活動にと

どまらず、多面的・組織的に取り組まれている。また、学校園で

は地域の人材を活用したふるさとものしり博士が活躍し、公民館

では「ふるさとおもしろ塾」や「土曜チャレンジ学習」「語り部

講座」など、多くの地域の人々が関わっている。これらの人々も

また、子ども達との交流を通して、郷土で豊かな人生を育むこと

となり、世代を超えた交流と「こころ豊かな人づくり」の貴重な

機会となっている。 

香美町ならではの教育の柱の一つでもあり、一層の充実を期待

したい。 
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   ③ 教育・保育における子育て支援の推進 

    ア 幼児期における教育・保育の充実 

     香美町では、従来から保・幼・小・中・高が連携し合う「一貫

化教育」を推進し、大きな成果をあげてきた。 

     また、令和２年度からは、香美町独自の「幼児期から児童期へ

のアプローチカリキュラム」によって連続的な成長を促すととも

に、親子ノート「すくすく ひょうごっ子」を活用し、保護者と

の連携を図りつつ、子ども達の成長を確認していることは、高く

評価できる。 

     また、教職員の幼児に対する「指導」や「支援」に重ねて「ほ

める」「認める」という従来からの姿勢は、必然的に幼児の成長を

促すこととなり、教職員が長年引き継いできた取組であり、これ

も「香美町ならでは」であろう。 

  

    イ 子育て支援の充実  

     令和２年度末に策定された「第２期香美町子ども・子育て支援

事業計画」に基づき、「安心して子育て・子育ちができる町」に向

けた子育て支援が順調に進捗している。子育て環境の整備は、保

護者の大きな願いでもある。さらに充実を期待したい。 

     また、病児保育事業についても、働く家庭にとって貴重な事業

となっており、このような子育て環境の整備が進められているこ

とは、高く評価できる。 

 

   ④ 地域を元気にし、絆をつくる生涯学習・生涯スポーツ活動の推進 

     生涯学習・生涯スポーツにおける取組は、コロナ禍の影響を最

も大きく受けることとなったが、コロナウイルス感染症対策ガイ

ドライン等により適切な対応を図るとともに、町民のニーズの把

握に努め、多くの講座等の実施に至ったことは、高く評価したい。 

     また、子ども達が、ふるさとを愛し、誇りに思う心を育むこと

ができるよう、「ふるさと学習」を支援する人材の発掘や育成に努

めていることもあわせて評価できる。 

     そして、視覚障害のある人を対象とした「青い鳥学級」も長い

歴史を重ねつつ現在に至っている。多くの体験活動等、様々な工

夫が図られていることに、また受講者の方々の熱心な取組にも敬

意を表したい。 

     スポーツにおいては、ワールドマスターズゲームは残念ながら

延期となったが、現在までの取組の状況等を町民に還元し、大会
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や競技への興味や関心を高めることになったことは、大きな成果

と言えよう。 

 

 ３ 教育振興基本計画の取組状況について 

  (1) 子どもたちの「生きる力」の育成 

   ① 「確かな学力」の確立 

    ア 新学習指導要領の全面実施による着実な取組の実施 

     小学校に続き、中学校でも、新学習指導要領における教育活動

がスタートした。残念なことに、コロナ禍により大きな影響があ

ったものの、新学習指導要領の実施前の研修や研究の成果を生か

すとともに、コロナ対策に万全を期すなどによって、円滑に進捗

しているものと思われる。とはいえ、学習においても心身の成長

においても何らかの影響があるとも言われる。 

     今までの香美町の取組の成果を踏まえながら、あらためてカリ

キュラム・マネジメントに努め、子ども達の学習や心身の状況の

把握に努めていただきたい。 

 

 

    イ 教科等学習における基礎・基本の徹底 

      学習指導要領における教育観の変遷はあるにしても、児童生徒

にとって「基礎・基本の定着」と「個に応じた指導」が学習の基

盤にあることは論を待たない。「基礎・基本の定着」を図るため、

授業時間の確保、「漢字の読み書き」「計算」「朝の１０分間読書」

など朝学習などの特設タイムを設定するとともに、「家庭学習のき

まり」による家庭との情報共有は、学習習慣の確立の面でも有効

かつ効果的である。引き続き、充実を図っていただきたい。 

      また、読書の場としてだけではなく、「調べ学習」のための情報

センターとしての学校図書館の活用や、あらゆる教育活動との関

連で言語環境の整備を進めており、その成果が待たれる。     

      なお、学校間スーパー連携チャレンジプラン「学力向上ステッ

プアップ授業」においては、まさにコロナ禍の影響を大きく受け

ることとなったが、オンライン授業などＩＣＴ機器を活用した新

しい取組も試みられたことは、今後の新しい授業形態の開発に繋

がっている。平常にあっても、これらの機器の特性を活かした授

業改善を進めていただきたい。 
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    ウ 「個に応じたきめ細やかな指導」の充実 

 香美町では、従来から少人数での学びにおける丁寧できめ細や

かな指導を柱にしながら、一方で、中学校区単位で一貫化教育の

推進を図り、集団による学びや異年齢間の交流を積極的に推進し

てきた。 

 その象徴が「学校間スーパー連携チャレンジプラン」であり、

香美町ならではの特色ある教育が展開されている。 

 その取組の中において、限られた人間関係の中で、主体性が発

揮しにくい、というデメリットを踏まえ「ほめる」「認める」教

育活動を充実させることで児童生徒の自尊感情とともに主体性を

育むことが図られており、平素から「主体的な学び」「対話的な

学び」「深い学び」につなげようとしている取組は高く評価でき

る。その成果に期待したい。 

 まさに香美町ならではの「学校間スーパー連携チャレンジプラ

ン」は大きな成果をあげてきた。令和４年度から「第２期香美町

教育振興基本計画」での教育活動の展開が図られる。「学校間ス

ーパー連携チャレンジプラン」の成果を踏まえ、新たな段階への

発展を期待したい。 

 

    エ 特別支援教育及び特別支援教育の視点を生かした教育の充実 

   「特別な支援」の理解が深まるとともにその範囲が大きく拡が

り、インクルーシブ教育の展開もあわせて、教職員の教育活動に

おける深い理解と洞察が求められている。  

   香美町においては、教職員の研修機会の充実とともに、特別支

援教育コーディネーターを中心に、学級担任や学校生活支援教員、

スクールアシスタント、スクールカウンセラー等を配置し、個別

の支援計画や指導計画をもとに相互に連携を重ね、個に応じた支

援が行われていることは高く評価できる。  

   また、校内だけではなく、校種を越えての情報共有や、外部の

専門機関でもある県立出石特別支援学校みかた校との連携も、課

題の解決や対処について専門的な知見を得る貴重な機会となって

いる。  

   「特別な支援」の視点や考え方は、「個に応じた指導」の基盤と

も言える。学校や学級での生活全般はもとより、家庭との連携と

情報共有も求められる。引き続き、日常的な関わりの中での個に

応じた支援を図っていただきたい。  
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    オ グローバル化に対応した教育の充実 

   令和２年度より新学習指導要領による小学校３・４年の外国語

（英語）活動、５・６年生の外国語科「英語」の本格的授業実施

が始まった。令和３年度についてはコロナ禍の影響によりＡＬＴ

の来日が困難な状況もあったが、香美町にあっては５名を確保し、

ＡＬＴによる授業の実施に至ったことは、高く評価できる。 

また、コロナ禍により、小学６年生の希望者を対象にした「小

学校英語力スキルアップ事業」、中学校３年生の希望者を対象とし

た「中学校英語力スキルアップ事業」が実施できなかったことは

残念ではあるが、町内中学校の全生徒を対象にした香美町独自の

「英語能力判定テスト」が実施されたことは、生徒自身が自らの

力を振り返ることができると共に、教員にとっても個々の生徒の

力を把握する貴重な機会となった点からも高く評価できる。 

   児童生徒にとって、国際理解を深めるには、生徒個々の根底に

日本の歴史・文化に対する理解と生まれ育った町の歴史や文化に

対する誇りと愛着が不可欠である。香美町においては「ふるさと

学習」に関わる取組を数多く実施しているが、小学校においては

社会科副読本『私たちのまち香美町』のを活用して香美町につい

て、中学校においては「ふるさと兵庫 魅力発見！」によって県

域について、郷土の魅力を段階的に学ぶという取組は郷土理解を

深める貴重な機会となっている。一層の活用を期待したい。 

 

    カ 夢の実現に向けて自らの将来を切り拓く態度や能力を培うキ 

      ャリア教育の推進 

      香美町においては、各中学校を核として小中一貫化の柱の一つ

にキャリア教育を据え、小中を通した「キャリアノート」「キャリ

アパスポート」を活用し、組織的・系統的・計画的に取り組むこ

とで、児童生徒が継続的にキャリアについて考え理解する機会を

多く設定している。個々の生徒の変容や理解の深まりに応じた指

導の展開を期待したい。  

      また、「トライやる・ウイーク」もキャリア教育の一端を担って

いるが、香美町の地場産業や地域の企業や商店における体験活動

や教科・科目との関連で、地域人材の活用も貴重な機会となる。

キャリア教育の視点での「ふるさとものしり博士」や「ふるさと

教育応援団」の活用も、一層の充実をお願いしたい。  

      また、児童生徒のキャリア開発には家庭の理解と支援が必要で

あることから、ガイダンス等を通して学校と保護者が一体となっ
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て児童生徒のキャリア形成を図っていることも、高く評価できる。  

  

   ② 「豊かな心づくり」の推進 

地域住民相互の「絆」が失われつつある社会にあって、香美町に

おいては、まだまだ地域住民間の関係は濃密な面があり、学校園と

地域あげての「３つの町民運動」が取り組まれていることはありが

たいことである。 

  そういった地域での交流を通して、子ども達は「人としてのあり

方」や社会性といったものを身につけていく。町民運動が、子ども

達が道徳性や共生の心を培う貴重な機会となっている。 

学校においてはすべての教育活動を通して道徳教育の推進に努め

るとともに、「道徳の授業スキルアップ支援事業プログラム」により、

実践力の向上を図っている。地域にあっては、同和問題をはじめと

する様々な人権課題についての実践交流、「体験的なふるさと教育」

等、それぞれの連携･協働の中で、児童生徒はもとより地域住民の

「豊かな心づくり」が推進されている。 

また、地域の人・自然・文化を活用するための「ふるさと教育全

体計画」と「年間指導計画」の策定は、地域の良さや価値の認識を

基盤とする「豊かな心」を育むための重要な計画と言える。恒常的

にその検証と見直しを行い、効果的な活用をお願いしたい。 

 

   ③ 「健やかな体づくり」の推進 

 「健やかな体」は、家庭はもちろん学校園における健全な成長の

基盤をなすものである。 

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」は特定の学年とはいえ、

個々の生徒、各学校、地域の状況が、経年的に把握できる。県や全

国との比較の中で、香美町の子ども達の傾向を踏まえた上で、引き

続き、体力や運動能力の計画的な向上を図っていただきたい。また、

「記録シート」や「活用シート」を活用することで、個々の児童生

徒に効果的・具体的な指導がなされていることは評価できる。 

平素から「身体を動かすことの楽しさや心地よさ」を知ることや

町民運動の一環である「ラジオ体操」に参加することで、生涯にわ

たってスポーツや運動に親しむことができよう。あわせて、子ども

達にとって、Ｂ＆Ｇ海洋センターなど既存の施設の活用も貴重な経

験の機会となっている。 

 「ふるさと学習」の一環としての「日本一のふるさと給食」や

「ふるさと魚料理実習」は食育における郷土学習の貴重な機会とな
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っている。地域関係者との交流の場ともなることから、引き続き充

実を図っていただきたい。 

 

   ④ 幼児期の教育の充実 

    ア 幼児期での「学びの芽生え」の確立 

      幼児期における教育は人格形成の基盤をつくるとともに「香美

町ならではの教育」のスタートにあたる重要な時期でもある。 

      平成３０年度から実施されている新幼稚園教育要領、新保育

所・保育方針を踏まえ、かつ「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」を具体的な目標とした保育・教育活動が展開されているこ

とは、高く評価できる。 

      引き続き、子ども一人一人を大切にし、それぞれの「成長」「変

化」等を的確に捉え、「ほめる」「認める」指導の徹底を図ってい

ただきたい。 

      子ども達は、この時期に、家庭はもとより保育所や幼稚園での

生活の中で、自発性や主体性を育むとともに、他者との関わりに

おいてルールやマナーを守るという社会性を身につけていく。保

育所や幼稚園で、事例研究や研修等において、専門性や実践力の

向上に努めていることは高く評価できる。 

  

    イ 学校間スーパー連携チャレンジプラン「就学前わくわく交流 

     会」の推進 

      少人数のメリットを生かして、保育所、認定こども園、幼稚園

がそれぞれの役割を果たしつつ、平素の活動では形成しにくい集

団的な活動については、「交流会」を通して人間関係の幅を広げ、

新しい出会いを促している。これらの取組は、人間関係力、コミ

ュニケーション能力の育成を促すとともに、小学校入学へのギャ

ップの解消にも効果をあげているものと評価できる。 

 

  (2) 安全・安心の学校づくりの推進と教育環境の充実 

   ① 安全・安心な学習環境の整備 

 近年、異常気象等の影響もあって、自然災害の規模が大きくなり、

その被害も甚大である。教育委員会や学校園においては、従来にも

増して安全・安心確保のための対策・対応が求められている。 

 香美町にあっては、学校園においてそれらに応じた対応を図ると

ともに、避難所計画の作成や災害対応マニュアルの評価・点検を行

うなど、学校防災体制の充実を進めていることは、高く評価できる。 
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 引き続き、より実践的で具体的な体制づくりを推進していただき

たい。 

 あわせて、遊具の点検・補修など、学校園の施設・設備の状況の

把握にも留意いただきたい。 

 また、香美町のように、児童生徒が地域住民と馴染んでいる地域

においても、登下校時や学校外における児童生徒の安全・安心の確

保が大きな課題となりつつある。学校・家庭のみならず地域との連

携による取組の検証も求められよう。    

 また、給食における安全安心は、食材や食器・調理器具の安全安

心の確保による食中毒への対応はもちろん、個々の生徒のアレルギ

ーに対する配慮が不可欠となっている。香美町においては、全園

児・児童・生徒のアレルギー調査を行い、個々のアレルギー疾患を

把握し指導に生かしていることは、安全安心の観点からも、高く評

価できる。 

 

   ② 学校の「組織力・教育力」の向上 

   様々な教育活動の実施にあたっては、基本的には、校園長のリー

ダーシップのもとで、組織として「Ｐ（計画）・Ｄ（実行）・Ｃ（検

証）・Ａ（改善）」のサイクルで展開することで、より効率的・効果

的な学校経営を目指すことが求められる。 

香美町においては、従来から、個々の教職員がそれぞれの職務を

的確に遂行するとともに、学校園としてのそれぞれの課題を共有し、

日々、改善や見直しを図るなど、学校園の組織力の向上に努めてき

た。 

   しかし、学校の組織は学年・分掌等、多くの組織によって構成さ

れ、それぞれを教職員が分散して運営や事務に当っているが、教育

課題の拡大などと共に、一人が幾つもの職務を担当することになり、

多忙化の大きな要因の一つともなっている。 

   そのため、教育委員会・学校園においては、職務の合理化や事務

の簡素化を図るとともに、事務のＩＴ化、外部人材の活用などを推

進するなど、「働き方改革」に具体的に推進していることは、高く評

価できる。また、教職員にあっても一層「意識改革」に努め、「教職

員自身のための時間」と「子ども達に接する時間」に取り組んでい

ただきたい。 

   また、教員自身のキャリア形成にあたって、「教員、管理職資質向

上指標」等を活用するなど、幅広い観点から教育活動を考えていた

だきたい。 
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   管理職ではなくても、物事を管理運営的な視点で見ることが必要

であり、管理職は個々の教員の視点を踏まえての指導や助言が求め

られよう。   

また、香美町では件数は少ないが、潜在的な可能性も加味すると

「いじめ」や「不登校」は、依然として大きな課題である。教職員

は、平素からカウンセリングマインドを持って児童生徒と向かい合

い、児童生徒の心の理解に努めている。引き続き、「未然防止・早期

発見・早期対応」を基本とし、他の教員はもとよりスクールカウン

セラーやスクールソーシャルワーカー等によるフォローアップとい

う組織力を生かし、より適切な指導・対応を図っていただきたい。 

「開かれた学校」からコミュニティ・スクールへの発展が期待され

る中で、各学校園が保護者や校区住民に「自校の教育ビジョンや教

育方針」や具体的な教育活動を説明し、かつ、その理解度や評価に

ついてアンケートを実施している。さらに、その結果を踏まえて改

善を図ることは、経営を地域に開くという点でも評価できる取組で

ある。継続的に取組を進めていただきたい。 

   

  (3) 学校・家庭・地域が一体となった教育力の向上 

   ① 家庭の教育力向上 

      子ども達の成長には、家庭・学校がそれぞれの教育活動を核にし

ながら、相互に連携・協働することが重要であり、香美町にあって

は家庭との連携により「親学習（親業）」を推進し、ＰＴＡ活動や保

護者会を通して保護者や子育て経験者との交流を図っていることは、

これも「香美町ならではの教育」の一環であり、高く評価できる。

あわせて、子育て支援センターにおける子育て中の保護者の交流活

動も、「親学習（親業）」の一層の充実を図るものであり、共にその

成果を期待したい。 

       また、放課後児童クラブにおいては、小規模なクラブでは幼稚園

児もその対象としたことや、各園所とともに、コロナ禍での臨時休

業中も開所時間を延長した臨機な対応は、高く評価できる。また公

立病院内の病児保育室「おひさま」の利用対象者を小学校６年生ま

でに拡大するなど、一層の充実が図られていることは、高く評価で

きる。引き続き保護者のニーズへの丁寧な対応をお願いしたい。 

  

   ② 地域の教育力向上 

    登下校の「子ども見守り隊」の活動を中心に、地域における児童

生徒の安全安心の確保は、地域住民の支援が不可欠である。幸い、
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香美町では、平素からの地域住民の学校園への思いは厚く、様々な

学校支援が行われており、ありがたいことである。 

また、「読み聞かせボランティア」や「ふるさと教育応援団」「ふ

るさとものしり博士」など、地域住民による学校支援活動は、まさ

に地域の教育力の成果でもあり、あわせて日々の生活の中で地域住

民とふれあう貴重な機会となっている。 

「ＰＴＣＡ活動」についても、地域を知り、地域の人材と交流し、

地域の文化や伝統を認識する貴重な機会である。引き続き、プログ

ラム等の充実を期待したい。 

 

  （4）生涯学習社会づくりの推進  

   ① 生涯学習の充実 

    ますます高齢者が増える中で、高齢者における「クオリティ・オ

ブ・ライフ（生活の質）」の向上と維持が喫緊の課題となっている。 

   乳幼児から高齢者まで、それぞれのライフステージにおける貴重な

学びのプロデューサーであり支援者でもある社会教育関係者やその

拠点となる公民館などの社会教育施設の役割は重要であり、地域の

活性化の拠点ともいえる。 

香美町では、住民参画の視点から、地域の担い手づくりを推進す

るとともに、講座や活動にあたっては参加者の自主的・主体的な参

画を促す形態を取っていることは、高く評価できる。 

また、長い歴史を持つ視覚障害者の学びの場である「青い鳥学級」

においても、現代的課題である「ＳＤＧｓ」をテーマに取り入れる

などのプログラムの編成は大切である。また、地域住民が多くのボ

ランティア活動に参加していることも心強い。生涯学習の場である

とともに、貴重な交流の機会でもあり、引き続き充実をお願いした

い。 

    読書活動は、香美町の「町じゅう図書館」構築の基盤にあり、図

書購入に努めるだけではなく、県立図書館等との連携を進めるとと

もに、各中央公民館を拠点に地区公民館の読書環境の改善・整備を

進めていることは高く評価できる。 

また、移動図書館は、香美町という広大な町域をカバーするシス

テムとしては適切であり、町内を巡る「やまなみ号」と「メルヘン

号」は、郷土香美町を彩る景観の一部として、世代を超えて町民の

心に刻まれるものと言えよう。 

あわせて、乳幼児期からの読書の重要性に鑑み、読み聞かせ等に

加えて乳幼児検診でのブックリストの配布、移動図書館車による子
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育て施設への絵本の貸し出し、続いて学校図書館への貸出を行う

「ジオンくんの本わか文庫事業」など、町民のライフステージをふ

まえた取組は高く評価できる。 

     現代社会において青少年の成育環境は決して恵まれているとは言

えず、香美町においてもその影響とは無縁ではない。青少年を取り

巻くスマホやインターネットなどのＩＴ環境は、その効果とは逆に、

解決の難しい現代的課題ともいえる。学校においては、タブレット

端末の配布など、個々の生徒のＩＴリテラシーの基盤整備を推進す

るとともに、あわせて、家庭とも連携し、一層の「インターネット

の利用に関するルールづくり」の推進をお願いしたい。 

また、本来、安全であるはずの家庭にあっては児童虐待やネグレ

クトなどが社会問題化している。 

    そんな現状にあって、香美町では地域の青少年育成団体と連携し、

子どもの安全安心の確保について住民運動への展開を図っているこ

とは評価でき、「地域の子どもは地域で育てる」という意識が根付い

ていることは「香美町ならではの教育」の一端と言え、高く評価で

きる。 

    人権教育の推進にあたっては、「香美町生涯人権学びプラン事業」

において、人権教育研究協議会と連携しつつ、「人権啓発」と「人権

学習」の二つの領域で、様々な人権問題の理解と解決のための実践

力につながる学習機会を提供していることは評価できる。 

 

   ② スポーツの振興 

    スポーツは、町づくり、生涯学習、青少年の健全育成、住民交流

等それぞれに貴重な役割を果たしている。 

    令和３年度は、平成２７年度策定の「香美町スポーツ推進計画」

の最終年であったが、この３年間にわたって、コロナ禍により多く

のスポーツ・体育行事が計画通りに実施できないことが多かったが、

コロナ対策に努め、可能な範囲であれ工夫して実施を努めたことは

評価できる。また、第１期の「香美町スポーツ推進計画」は５年間

の取組の状況に鑑みて、ほぼ、その所期の目的を達成したものと、

高く評価できる。 

    引き続き、「第２期香美町スポーツ推進計画」にしたがって、円滑

な事業の進捗を期待したい。 

    生涯スポーツにおいても、身近なもの、地域の特性にあったもの

と多彩に設定し、一方で入門者のための「教室」の開催と自らの取

組の成果を競う多くの大会の実施など、計画的・段階的にプログラ
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ム構成されていることは、多くの町民の参加意欲を高めることに貢

献しているものと評価できる。体育協会やスポーツクラブ２１によ

る指導者養成も引き続き充実をお願いしたい。 

    また、コロナ禍での開催となったオリンピックについても、また、

延期となったワールドマスターズ 2021 関西についても、様々な施策

の実施などを通して、町民のスポーツについての意識の活性化に寄

与したものと評価できる。 

 

   ③ 文化活動の振興と文化財の保護･活用 

      地域の文化と文化財の継承はふるさと意識の醸成や郷土を誇りに

思う心の育成につながる。 

      昨年に続き、コロナ禍により文化ホールの事業の多くが中止を余

儀なくされ、香美町こどもの絵１００人展も展示以外の催しは中止

となったことは残念であったが、学校園関係の作品展などを実施で

きたことが、子ども達にとって、絵画に親しむいい機会となったと

思われる。 

      文化財については、町民への貴重な啓蒙・啓発の機会である「香

美町文化財保存活用地域計画認定記念シンポジウム」がコロナ禍に

より中止となったのは残念であるが、県市町村互助会による「訓谷

三番叟」の衣装の更新をきっかけとして、県教育委員会と連携した

県ヘリテージマネージャー講習会において「訓谷三番叟」をテーマ

に講座が行われたことは、時宜に適ったものであり、町民にとって

も貴重な機会になったものと思われる。 

 

  (5) ふるさと教育の推進 

香美町では「香美町ならでは」の取組を、様々な教育活動に位置づ

け、幼児から高齢者まで、「ふるさと香美町」の魅力の浸透を図って

いることは、特色ある教育活動の展開と、高く評価できる。 

①   ふるさとに学び・生かす 

      地区公民館では「ふるさとものしり博士」を講師に体験活動等を

実施し、香住、村岡の中央公民館においては「土曜チャレンジ学習

事業」を開催し、香美町の自然や産業、文化、歴史などを総合的に

学ぶ取組を実施していることは、学校や地域でのふるさと学習の基

盤となるものであり、学校での学びの活性化につながるものと高く

評価できる。 

      なお、ふるさとものしり博士により、多世代を対象とした「ふる

さと語り部講座」を３区の公民館合同で実施し、町民のふるさと学
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習の機会として、また町民の生涯学習の場となっていることも、評

価できる。 

      また、香美町にある県立香住高校の実習船「但州丸」の体験乗船

は、地元の県立高校を知るとともに、通常は経験できない実習船の

実際を知る貴重な機会となっている。 

      さらなる拡充を期待するとともに、ふるさと学習の一環として町

内の県立高校の施設・設備、人材を活用することも検討いただきた

い。 

 

②   ふるさとを創る 

      ふるさと教育においては、地域人材の活用は不可欠であり、また

効果的な活動を推進するための「ものしり博士」、それぞれの実践を

発表し合い、よりよいプログラム開発のための「ふるさと教育交流

会」、また平素からの学校支援を行っている「ふるさと教育応援団」

の三者の存在は重要である。 

この三者が、①の「ふるさとに学び・生かす」活動を支える基盤

を形成する組織的な取組となっており、①の活性化に大きく貢献す

るものであり、この編成は高く評価できる。 

 

４ 教育委員会の活動について 

    教育委員会においては、教育長のリーダーシップと各委員の積極的な

参加により、円滑に協議を進めているものと認められる。 

    令和３年度においては、定例会１２回を開催、臨時会を要することな

く円滑に実施されている。協議においては「教育委員会の点検・評価」

や次期の「教育振興基本計画」について質疑等を重ね、その機能と役割

を十分に果たしているものと考えられる。 

教育委員としての研修機会については、コロナ禍による中止があった

が、研修動画視聴による令和３年度兵庫県市町村教育委員会連合会全県

夏季教育委員会研修会参加などコロナ対策を行いながら研修成果の向上

に努めた。 

また、コロナ禍の影響で各学校園の運動会は出席できなかったが、町

内の学校園の入学（園）式、卒業（園）式に出席したり、その他給食セ

ンターや子育ち支援センターを訪問したりするなどの関わりは、学校園

や児童生徒の状況を知る貴重な機会であるとともに、学校園や施設の教

職員のモチベーションの高揚にもつながっていると言えよう。 

なお、香美町の特色ある教育活動の展開にあたって、総合教育会議の

役割は重要である。引き続き、香美町教育の大綱を定めるとともに、相
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互に香美町の教育の方向性や喫緊の課題解決に対する連携を深め、香美

町の教育の振興を図っていただきたい。 

但馬の地は、優れた教育実践家・研究家を輩出した地である。そうい

う歴史を踏まえた「但馬教育塔合祀祭」は、先人を振り返り、今を考え

る貴重な機会である。香美町から優れた実践家・研究家が後に続くこと

を期待したい。 

  

５ その他について 

    コロナ禍やウクライナ問題等による経済状況への波及など、社会不安

が高まる時代にあって、香美町においては、町長部局との連携を図りな

がら、引き続き円滑な教育行政の展開に努めていただきたい。 

所掌事務の推進に際しては、より効率的・効果的な事業の実施に努め

るとともに、教育委員会としての責務を果たすための主体性を持ち、第

１期に続いて、第２期の教育振興基本計画の円滑な進捗を図っていただ

きたい。 

また、「香美町ならでは」の特色ある教育の展開にあたっては、今次の

学習指導要領の主旨を踏まえつつ、子ども達の新しい学びに向けて、そ

れぞれの立場から「教育経営」「学校経営」「カリキュラム・マネジメン

ト」の展開を推進していただきたい。 

予算の執行にあたっては、引き続き経費の効率・効果的運用に努めて

いただくとともに重要度、緊急度に応じた適切な運用をお願いしたい。 

 

香美町教育委員会外部評価委員会委員 
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